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(57)【要約】
　接着剤付きの又は接着剤なしの外側部の収縮－伸張フ
ィルムおよび内側部の不織布で作られる収縮－伸張可能
高分子積層構造。好ましくは、フィルム、不織布及び接
着剤は、前記積層体を１００％再利用可能にする同じコ
ポリマーを含むポリマー類から得られる。前記フィルム
、不織布及び接着剤は、制御された水蒸気透過性に加え
て、熱への異なる反応を提供するのに改質されている。
この構造は一方向（内側から外側へ）の水蒸気透過性を
可能にし、反対方向は可能とせず、包装された物品を乾
燥することまたは包装された物品を乾燥したまま保存す
ることができ、腐食による損傷を防止する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　包装される対象物に接触する第１側面と、前記第１側面の反対側で露出する第２側面と
、を有し、
　ａ．水蒸気透過可能な熱可塑性フィルムと；
　ｂ．前記フィルムと接合面に沿って接触する親水性不織布と、；および、
　ｃ．前記フィルムと前記不織布を断続的に接着する前記接合面内の熱溶融接着剤と、を
有し、
　前記フィルムは、前記接合面からの距離が増加するにつれて水蒸気透過率が増加する３
以上の独立した層を有し、前記不織布は、異なるデニール繊維、異なる親水性繊維、また
はその両者を有する２以上の独立した層を有することを特徴とするシート状の包装材。
【請求項２】
　前記フィルムと前記不織布は、エチレンのホモポリマーおよび／またはコポリマーに基
づくものであり、前記不織布の繊維は熱変形温度が７０°Ｃ以上であることを特徴とする
請求項１に記載の包装材。
【請求項３】
　前記フィルムは、カリウムイオンにより中和される複数のカルボキシレート基を有する
ことを特徴とする請求項２に記載の包装材。
【請求項４】
　前記フィルムは、低密度のポリエチレン（ＬＤＰＥ）または直鎖低密度ポリエチレン（
ＬＬＤＰＥ）を含むことを特徴とする請求項２に記載の包装材。
【請求項５】
　前記フィルムは、接合面近傍の接合層と、前記シートの外部層を形成するスキン層と、
前記接合層と前記スキン層の間に配置される１以上の中間層を含む複数の共押出層を有す
ることを特徴とする請求項２に記載の包装材。
【請求項６】
　前記スキン層の前記水蒸気透過可能性および親水性は、前記接合層よりも高いことを特
徴とする請求項５に記載の包装材。
【請求項７】
　前記接合層は炭酸カルシウムを含み、前記スキン層はカリウムが中和された複数のカル
ボキシレート基を含むことを特徴とする請求項６に記載の包装材。
【請求項８】
　前記不織布は、前記フィルムとの接合面近傍の接合層と、前記シートの第１側面を形成
する外部層を含む複数の層を有し、外部層の親水性は、接合層の親水性よりも低いことを
特徴とする請求項２に記載の包装材。
【請求項９】
　前記接合層と前記外部層は、異なるサイズの繊維を含み、前記接合層の繊維の直径は前
記外部層の繊維よりも太いことを特徴とする請求項８に記載の包装材。
【請求項１０】
　前記不織布はＬＬＤＰＥステープルファイバーを含むことを特徴とする請求項８に記載
包装材。
【請求項１１】
　前記不織布は、１．２～１．５デニールの繊維を含むことを特徴とする請求項９に記載
の包装材。
【請求項１２】
　シート状の包装用品であって、前記シートが積層体を構築するシート材料から作られ、
　前記積層体は、
　３０グラム／平方メートル／日以上の水蒸気透過性を有する収縮伸張フィルムを含み、
前記シート材料の第１側面を形成する第１材料と、
　前記シート材料の第２側面を形成し、積層不織布を含み、前記積層不織布は異なる親水
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性を有する複数の層をもつ第２材料と、および
　前記第１材料と前記第２材料との間に配置されこれらを接着する接合層に配置される熱
溶融接着剤とを有する第３材料と、を含み、
　前記フィルム、前記積層不織布および前記熱溶融接着剤は、エチレンホモポリマー類ま
たはコポリマー類を含むことを特徴とするシート状の包装用品。
【請求項１３】
　前記フィルムは、炭酸カルシウムフィラーを有することを特徴とする、請求項１２に記
載の包装用品。
【請求項１４】
　前記フィルムは、少なくとも一部にカリウムおよび／またはナトリウムにより中和され
る複数のカルボキシレート基をもつポリオレフィンおよびイオノマ－を含むことを特徴と
する請求項１２に記載の包装用品。
【請求項１５】
　前記フィルムは、前記接合面近傍の接合層と、前記接合層の上に配置される一以上の外
部層を含む複数の層を有し、
　前記複数の層は、前記接合面からの距離を増加するにつれて蒸気透過性が増加している
ことを特徴とする請求項１２に記載の包装用品。
【請求項１６】
　前記フィルムの厚さは、３ミルから９ミルであることを特徴とする請求項１２に記載の
包装用品。
【請求項１７】
　前記不織布は、異なるサイズの繊維から作られていることを特徴とする請求項１２に記
載の包装用品。
【請求項１８】
　前記複数の層は、けん縮ステープル繊維を含むことを特徴とする請求項１７に記載包装
用品。
【請求項１９】
　前記不織布の前記複数の層の親水性は、前記シート材料の第２側面から接合面へ増加す
ることを特徴とする請求項１２に記載の包装用品。
【請求項２０】
　１～３デニールのＬＬＤＰＥ繊維であって、前記繊維はナノクレイを１～６重量％を含
み、４５５ｋＰａ負荷でＡＳＴＭ　Ｄ６４８で測定される熱変形温度が７０°Ｃ以上であ
るＬＬＤＰＥ繊維。
【請求項２１】
　前記ナノクレイは、チタネート、ジルコネートまたはシランカップリング剤で被覆され
ていることを特徴とする請求項２０に記載のＬＬＤＰＥ繊維。
【請求項２２】
　請求項２０に記載のＬＬＤＰＥ繊維を含むことを特徴とする柔軟拭き取り繊維。
【請求項２３】
　４５５ｋＰａ負荷でＡＳＴＭ　Ｄ６４８で測定される熱変形温度が７０°Ｃ以上である
１～３デニールのポリエチレン繊維。
【請求項２４】
　ＬＬＤＰＥを含むことを特徴とする請求項２３に記載のポリエチレン繊維。
【請求項２５】
　１～１．３デニールであることを特徴とする請求項２３に記載のポリエチレン繊維。
【請求項２６】
　１．３から１．７デニールであることを特徴とする請求項２３に記載のポリエチレン繊
維。
【請求項２７】
　けん縮ステープル繊維を含むことを特徴とする請求項２３に記載のポリエチレン繊維。
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【請求項２８】
　のナノクレイを１～６重量％含むことを特徴とする請求項２３に記載のポリエチレン繊
維。
【請求項２９】
　請求項２３に記載のポリエチレン繊維を含むことを特徴とする不織布。
【請求項３０】
　２以上の層を含み、第１層の繊維デニールが第２層の繊維デニールと異なり、前記第１
層と第２層が隣接していることを特徴とする請求項２９に記載の不織布。
【請求項３１】
　２以上の層を含み、第１層の繊維の親水性が、第２層の繊維と異なる二以上の層を含む
ことを特徴とする請求項２９に記載の不織布。
【請求項３２】
　第１の層は１～１．３デニールの繊維を含み、第２の層は１．３－１．７デニールの繊
維を含むことを特徴とする請求項３０に記載の不織布。
【請求項３３】
　前記第２層の繊維は、チタネートまたはジルコネートカップリング剤をさらに含むこと
を特徴とする請求項３０に記載の不織布。
【請求項３４】
　紡糸結合法により作製されることを特徴とする請求項２９に記載の不織布。
【請求項３５】
　溶融噴霧法により作製されることを特徴とする請求項２９に記載の不織布。
【請求項３６】
　スパンレース法により作製されることを特徴とする請求項２９に記載の不織布。
【請求項３７】
　面積重量が１平方メートルあたり１０～２００グラムであることを特徴とする請求項２
９に記載の不織布。
【請求項３８】
　ａ）エチレンホモポリマーまたはコポリマー５０～９０重量％と
　ｂ）Ｅはエチレンであり、Ｘは少なくとも一つのＣ３－８α，β－エチレン性不飽和カ
ルボン酸であり、Ｙは軟化コモノマーであるＥ／Ｘ／Ｙコポリマーおよび炭素原子を４～
３６もつ一塩基性カルボン酸を含むイオノマー組成物であって、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの
Ｘは約２～３５重量％、Ｙは０～３５重量％であり、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマー内の酸性基の
７０％以上と有機酸が金属イオンにより中和されるようになっているイオノマー組成物５
～４５重量％と
　ｃ）フィラー０～４０重量％と
　ｄ）親水性カップリング剤０．０１～７重量％と、を含むことを特徴とする押出蒸気透
過性フィルム。
【請求項３９】
　前記エチレンポリマーまたはコポリマーを５０～８５重量％、前記イオノマー組成物を
１５～４５重量％、フィラーを０～３５重量％および前記カップリング剤を０．１～０．
８重量％含むことを特徴とする請求項３８に記載の押出蒸気透過性フィルム。
【請求項４０】
　前記エチレンホモポリマーまたはコポリマーは、ＬＬＤＰＥを含むことを特徴とする請
求項３８に記載のフィルム。
【請求項４１】
　前記エチレンホモポリマーまたはコポリマーは、無水マレイン酸グラフトポリエチレン
を含むことを特徴とする請求項３８に記載のフィルム。
【請求項４２】
　エポキシ官能基を有するポリマー性材料をさらに含むことを特徴とする請求項３８に記
載のフィルム。
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【請求項４３】
　前記親水性カップリング剤は、チタネートであることを特徴とする請求項３８に記載の
フィルム。
【請求項４４】
　フィラーは、ＴｉＯ２を含むことを特徴とする請求項３８に記載のフィルム。
【請求項４５】
　フィラーは、ＣａＣＯ３を含むことを特徴とする請求項３８に記載のフィルム。
【請求項４６】
　フィラーは、ＴｉＯ２とＣａＣＯ３を含むことを特徴とする請求項３８に記載のフィル
ム。
【請求項４７】
　複数の共押出層を含み、少なくとも一つの層が請求項３８に記載の押出フィルムである
ことを特徴とする多層複合フィルム。
【請求項４８】
　Ａ－Ｂ－Ｃの少なくとも３つの層を含み、Ｃ層内のＥ／Ｘ／Ｙポリマーの濃度がＢ層よ
りも高く、Ｂ層内のＥ／Ｘ／Ｙポリマーの濃度がＡ層よりも高いことを特徴とする請求項
４７に記載の複合フィルム。
【請求項４９】
　着色されていることを特徴とする請求項４７に記載の複合フィルム。
【請求項５０】
　Ａ－Ｂ－Ｃの３以上の層を含み、Ｃ層の水蒸気透過率がＢ層の水蒸気透過率よりも高く
、Ａ層の水蒸気透過率よりも高いことを特徴とする請求項４７に記載の複合フィルム。
【請求項５１】
　請求項４７に記載の複合フィルムと、不織布と、を含む積層材であり、前記フィルムと
不織布の間の接合面が不織布と接着性組成物を含むことを特徴とする積層体。
【請求項５２】
　請求項１から１９のいずれかに記載の層を折りたたむ工程とシール工程を含む袋物の製
造方法。
【請求項５３】
　請求項１から１９に記載の層を加熱する工程と変形工程を含む予備成形カバーファブリ
ックの製造方法。
【請求項５４】
　自動車製品および部品、工業製品および部品、航空宇宙製品および部品、軍事製品およ
び部品から選択される品を保護する方法であって、前記製品および部品は請求項５３に係
る方法で製造される予備成形カバーファブリックで格納する工程を含む方法。
【請求項５５】
　保護のために対象物を請求項１～１９のいずれかに記載の積層体で包装する工程と、使
用済み積層体を提供する包装から対象物を除去し、および前記使用済み層を商目的再生流
通過程に提供する工程と、を含む商取引で使用される保護材料の再生方法。
【請求項５６】
　請求項１～１９のいずれかに記載の積層体を含む被覆体に農作物を置くことを含む農作
物の保護および運搬方法。
【請求項５７】
　前記農作物は干草梱包形状の農作物であることを特徴とする請求項５６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００８年８月１８日に出願された米国仮出願第６１／０８９，７４２号の
利益を請求するＰＣＴ国際出願である。上記出願の全ての開示は、本明細書に援用される
。
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【背景技術】
【０００２】
　この段落は、本開示に関する背景技術情報を提供するものであり、これは必ずしも先行
技術ではない。
【０００３】
　陸上、海上および航空で輸送される自動車、船舶、軍事および産業装備等の製品は、こ
れらの環境に影響を受けやすい。輸送中これらの製品は輸送用コンテナ内部に置かれるか
或いは周囲の環境にさらされる。産業装備、特に軍事車両や装備の場合、深刻な腐食損傷
をもたらす長期間にわたる屋外での保管では、保護カバーは必須の製品となる。これら対
象物の保護方法は長年にわたり開発されてきており、そしてここに援用される米国特許第
５，４９１，０１７号；同第５，５２３，８１２号；同第５，７１２，００８号，同第６
，５６２，７４０Ｂ１および同第５，７３６，２３１号のそれぞれには、輸送中および／
または長期間の保管での製品の保護についての広範な背景技術が示されている。しかし、
これらの特許において開示されている製品は、湿度および／または結露により生ずる問題
を的確に解決するものではない。
【０００４】
　輸送中または保管中の何れにおいても、保護すべき機器はしばしば結露にさらされる。
本来、結露は水蒸気が冷却され、その露点に達した場合に発生する。水蒸気は、対象物の
表面が水蒸気の温度よりも低い場合に表面に結露する。結露は、気候温度が自動車や他の
対象物の表面温度よりも早く上昇する場合、特に対象物が金属でできている場合に、早朝
において特に定期的に生じる。
【０００５】
　高速道路架橋等の開口梁や、鉄道、空港設備等のインフラおよび開口パイプライン、携
帯電話用電波塔等の共用施設およびこれらの部品はすべて、発生する温度の変化により結
露の繰り返しにさらされる。
【０００６】
　ピエール・Ｒ・ロバージュによる入門書「腐食の基本」によれば、環境による腐食プロ
セスのための基本要件は、湿度の限界レベルに曝されるときに金属表面に形成される薄膜
電解質の存在であるとされる。湿度の限界レベルは材料に依存するが、殆どの対象物は、
相対的に高い湿度環境（沿岸領域）での高い腐食レベルに曝されるが、相対的な湿度が３
０％以下の場合には、腐食の発生する可能性は低い。金属対象物、自動車または船舶の表
面に発生する結露は、１００％の相対湿度を表す。表面に結露が発生する時点から温度が
均衡点に達する時間までは、その対象物上の相対湿度は１００％であり、このため、腐食
率が増加して、その表面でカビおよび白カビの成長が可能となる。
【０００７】
　結露が発生する環境に存在する汚染因子も役割を果たす。例えば、石炭、ディーゼル燃
料、ガソリンおよび天然ガス等の硫黄を含む燃料の燃焼によるガス生成物である二酸化硫
黄や窒素酸化物もまた、腐食の広がりに大きく貢献する。もしこれらの汚染因子が、包装
される前の対象物の表面に既に存在すると、結露が発生すると包装材料の下での腐食率を
高めるのに貢献してしまう。
【０００８】
　フィルムの微細孔が湿度／結露の問題を解決するべく使用されてきているが、この適用
はフィルムの物性を損なってしまう。収縮性のフィルムの場合、印加される熱により微細
孔が大きくなってしまい、フィルムをより弱くしてしまう。対象物／表面を、腐食を含む
環境的障害から保護するためには、包装される対象物の内部での乾燥もまた重要である。
乾燥環境をつくり、さらに重要な乾燥環境の維持のためには、包装材が湿度／凝縮した水
を保護される表面から取り除くのをできるだけ早く始め、微細孔フィルムを採用した場合
にしばしば生じる戻りがないようにするのが好ましい。すべての耐結露の適用においては
、包装材が雨等の液体水分を内部に入らないようにするのが好ましい。また、表面から蒸
発する水蒸気の量が表面に向かう水蒸気の量よりも多いことが好ましい。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　様々な観点において、ここで開示する包装用品は、フィルムおよびファブリックのラミ
ネーションまたは積層体であり、好ましくは接着剤に接着されるものである。前記フィル
ムは、制御方向へ高度な水蒸気透過性を有する収縮－伸張フィルムであり、同時に前記フ
ァブリックは、水交絡不織布であることが好ましい。全ての構成部材－前記フィルム、前
記不織布および、もし用いられる場合は、前記接着剤は、大部分が同じポリマー、特にエ
チレンホモポリマー類およびコポリマー類で作られているのが好ましい。また、前記フィ
ルム、前記接着剤および前記不織布は、覆われる対象物へ最良にフィットするために、も
し異なる熱反応をもっている場合は有利である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記フィルムは、製造ラインの容量によって、一般的には３、５、７、９またはそれ以
上の層が共押出される。幾つかの適用のため、所望のフィルム全体の厚さは約１ミル～約
１２ミルまたは３ミル～９ミル（約７６ミクロン～２２９ミクロン）であるが、本発明は
これらの数には限定されない。前記フィルムのポリマー構造は、ポリプロピレンおよびＨ
ＤＰＥ、ＬＤＰＥおよびＬＬＤＰＥ等のエチレンホモポリマーまたはコポリマー等のポリ
オレフィンからなるものが最も好ましい。前記フィルムを形成するためのポリマーマトリ
ックスに特定のイオノマー類もまた添加することができる。好適なマトリックスポリマー
は、シラン類やチタネート類のような化学基によってさらに改質できるＬＬＤＰＥとエチ
レンコポリマー類を含む。好ましい実施形態においては、前記フィルム全体のポリマー成
分の少なくとも５０重量％がＬＬＤＰＥである。
【００１１】
　種々の実施形態において、前記フィルムの水蒸気透過率は、ポリオレフィン（例えばＬ
ＬＤＰＥ）組成物の結晶モホロジーを改質することによって部分的に活性化する特定の脂
肪酸塩改質イオノマー類を配合することにより制御される。好適なイオノマー類は、カリ
ウムカチオンで中和され、ＦＡＭＩ－Ｋまたは指定製品番号ＡＤ１０９９で販売される「
Ｋ－イオノマー類」と呼ばれるものを含む。好ましくそして一般的には、前記フィルム内
で、イオノマー類はポリマー類を５０重量％未満作製する。「Ｋ－イオノマー類」は、単
独または他のイオノマーと混合して使用できる。
【００１２】
　例えば、本発明のフィルムにおいては、デュポン社の「スマートイオノマー」と呼ばれ
るスマート防湿技術が利用できる。デュポン社の利用可能な樹脂の製造番号はＡＤ１１１
９である。これらは、ナトリウムにより中和された脂肪酸塩改質イオノマーを含み、デュ
ポン社の材料として米国特許公開第２００７／０２８３６５２号公報および同第２００７
／０２８７０１２号公報に開示されている。これらの特許公開公報により、ナトリウムに
より中和されたイオノマーの有益な記載が提供されており、ここで引用に援用される。
【００１３】
　前記フィルム構造は好ましくは着色されるものであり、前記フィルム製造時や積層工程
および屋外での使用を助けるため、紫外線安定剤と一次および二次酸化防止剤を含む。種
々の実施形態においては、前記フィルムは、架橋ポイントを提供するイオノマー類の存在
による結果として収縮性を有する。（フィルムを製造するのに一般的なブロー操作などに
より）架橋フィルムが伸張され、冷却されると、冷却されたフィルムは、伸張されていな
い形状に戻ることで熱に反応し、伸縮性を提供する。好ましい実施形態においては、機械
方向（ＭＤ）と横断方向（ＣＤ）の間のフィルムの収縮率は、最大収縮用途で２：１付近
である
【００１４】
　保護する対象物の包装や収縮包装に適切に使用されるフィルムの強度を達成するために
、前記フィルムには、下記記載の架橋剤、フィラー、カップラー等がフィルムに配合され
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る。好適なフィルム強度の加工に加えて、フィルムには、フィルムの多層を通じる水蒸気
の効率的な透過のために配合される。特に、個々の層の水蒸気透過率は、積層体の不織布
の接合面からの距離が増えることにより増加する。下記でさらに詳しく記載するように、
この構造は、保護される対象物から取り巻く環境に向かう一方向の水蒸気の流れを提供す
る。
【００１５】
　積層体に使用されるホットメルト接着剤は、ＥＶＡに基づくか、より好ましくはブロッ
クコポリマー類に基づくものであり、水および紫外線による破壊に対するより良い耐久性
のためには完全に飽和したブロックコポリマーが最も好ましい。積層体の接着剤の所望の
被覆は、１～２５グラム／平方メートル（ｇｓｍ）である。これらを含む好ましい接着剤
の組成は、２００８年５月２０日出願の米国特許出願第６１／０５４，７２８号および２
００９年１月９日出願の国際出願ＰＣＴ／ＵＳ２００９／０３０５４１号に開示されてお
り、これらの開示は背景情報に有用であり、ここで援用されている。
【００１６】
　前記ファブリックは不織布であるのが好ましく、適用条件や工程能力により一以上の層
を有することができる。多層ファブリックは、異なるサイズの繊維をもつ層から構築され
るのが好ましい。積層体が、熱シール、超音波シールまたはそれ自体が溶着するのを可能
にするため、前記ファブリックは、ポリエチレンおよびそのコポリマーの様に、前記ファ
ブリックは、フィルムと同じポリマー類を形成するのが好ましい。前記ファブリックの多
様な層の繊維は、適用条件による親水性を増減するために、シラン類やチタネート化学作
用を使用して改質できる。ファブリックの好適な面積重量は、適用条件にもよるが１平方
メートルあたり１５～３００グラム（ｇｓｍ）である。
【００１７】
　不織布の多数層は、積層体内に組み込まれ、フィルムと接合面で保護される表面または
容積からの水蒸気の効率的な吸上または流送を提供する。例えば、保護される面に最も近
い（または接触する）ファブリックの層は、第１小デニールの繊維が配合され、効率的な
吸上を提供する。他の層は前記第１層よりも親水性を増すように形成され、より親水性の
高いファブリック層を通じて徐々に水と水蒸気を保護される物から離間させる一方通行の
路を構築する。
【００１８】
　種々の実施形態では、不織布は、紡毛機内の少なくとも２つの層を下ろし、ファブリッ
クを作製するために続いて繊維をニードルパンチまたは水交絡することで、低デニールの
けん縮ポリエチレン繊維から製造される。
【００１９】
　積層体は、適用のため好適な物性を有する。例えば、船舶の運搬カバーは、非限定的な
例示によれば、フィルム厚さが６ミル～９ミル、不織布が３８ｇｓｍ～５０ｇｓｍである
。上記に適用するための積層体は１５００～２０００ｐｓｉ／ミル（厚さ）の引っ張り強
度を有することが望まれる。エルメンドルフ引裂強さは、少なくとも２０００グラム～１
００００グラムの間であり、２％セカント係数は７５００～１２０００の間であることが
望まれる。
【００２０】
　水蒸気に起因する損傷から対象物を保護する包装は（すなわち、保護される対象品の周
囲の相対湿度を相対的に低く維持するのが要求される場合には）、本製品の水蒸気透過率
（ｗｖｔｒ）は、「内側から外側」方向で３０グラム／平方メートル／日を下まわらず、
「外側から内側」方向で３０グラム／平方メートル／日以下であることが好ましい。幾つ
かの適用においては、積層体の全厚は好ましくは１１～９０ミルである。
【００２１】
　種々の実施形態では、積層体は、柔軟な内部（不織布）と丈夫な外側（フィルム）であ
る収縮－伸張積層包装材として提供されるが、全体では、好適な物性を有する包装／被覆
材として形成する柔軟な手触りを提供する。幾つかの実施形態では、水蒸気透過率は、相
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対湿度レベルで調製される。積層体は、袋物や自動化された袋に二次加工でき、また、限
定なき実施形態として、自動車、産業、航空及び軍事製品および部品の保護トレーを提供
するために、真空成形あるいは熱成形できる。
【００２２】
　さらなる適用領域は、ここで示す記載から明かである。この概要の記載と具体例は例示
に過ぎず、本開示の範囲に限定するのを意図するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　ここに記載される図面は、選択された実施形態を例示する目的のためだけであり、可能
な全ての実施形態ではなく、また本開示の範囲の限定を意図するものではない。
【００２４】
【図１】図１は、本発明に係る包装材の断面図であり、物品の周りで収縮する前の状態を
示す。
【００２５】
【図２】図２は、図１と同様の断面図であるが、本発明に係る包装材が物品の周囲で収縮
した後の状態を示す。
【００２６】
【図３】図３は、図２と同様であるが、本発明が図１および図２の包装材で包装された製
品の腐食を阻止する方法を示す。
【００２７】
【図４】図４は、本発明に係る包装材の製造方法の概略図である。
【００２８】
【図５】図５および図６は、それぞれ本発明により製造された材料で包装されたバンおよ
びオートバイへの転用を示す斜視図である。
【図６】図５および図６は、それぞれ本発明により製造された材料で包装されたバンおよ
びオートバイへの転用を示す斜視図である。
【００２９】
【図７ａ】図７ａは、尺度は必ずしも必要ないが、２つのファブリック層と３つのフィル
ム層を含む積層体の断面図である。
【００３０】
【図７ｂ】図７ｂは、不織布および共押出フィルムで製造される積層体を通る水の流れを
示す。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明は、好ましくは３０グラム／平方メートル／日以上で水蒸気透過性が制御されて
おり、ファブリックに接着する高い物性を有し、選択的であるが好ましくはフィルムとフ
ァブリックの間に配置される熱溶融接着剤を有する収縮－伸張フィルムに関する。種々の
実施形態においては、輸送または保管される物品の周りの収縮可能なバッグやラップまた
は収縮可能なカバーのような製品を作製するために、積層体が熱シール、超音波シールま
たはそれ自体が溶着されるか或いは縫製されるために、フィルム、接着剤およびファブリ
ックは全て同じポリマーまたはそのコポリマー類、好ましくはポリオレフィン、最も好ま
しくは、ＬＬＤＰＥ，ＥＶＡ，ＥＭＡおよびイオノマー類等のポリエチレンおよびそのコ
ポリマー類で作製される。一般的な材料からの全ての部材の製造はまた、積層体の再利用
可能性を高める。
【００３２】
　不織布に積層される収縮－伸張フィルムは、熱溶融接着剤の有無に拘わらず、好ましく
は各層が異なる熱反応を提供する。収縮－伸張フィルムは熱により収縮が始まるので、積
層上の接着剤は軟化し、全接着剤の５％～４０％がその軟化点に達する。この反応は、不
織布自体が収縮フィルムから剥離し、その表面と収縮フィルムの間にエアポケットを形成
する。与えられる熱に対する異なる反応により、カバーは収縮フィルムから形成されるシ
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ェルと、不織布により形成される保護対象方向への柔軟な表面を提供できる。
【００３３】
　種々の用途においては、保管または搬送される対象の表面を良い状態で何らの欠陥がな
い状態に保つことが重要である。これは表面をできる限り乾燥した状態に保つのを含む。
これらの用途のため、ここで開示される積層体は結露が生じ始めると、表面から水分を除
去するように改質された不織布を採用することで、進化した表面の保護を提供する。凝縮
した水の静水圧は、吸上作用による水の上昇で流体運動圧に変換されて、水蒸気がフィル
ム層を通過するまで表面上で行われ続ける。
【００３４】
　積層体のファブリックは、不織布の繊維に変換できる任意のポリマーまたはコポリマー
から作製できる。種々の実施形態においては、フィルムへ積層されるファブリックは、フ
ィルムと同じポリマー類である。この場合、α－オレフィン類、そして特にエチレンホモ
ポリマーとそのコポリマー類に基づくポリマー類を採用するのが適している。ポリエチレ
ン繊維、特に低デニールの繊維に基づくファブリック、特に低デニールの繊維は非常に柔
らかく、敏感な保護表面を傷つけないので、様々な適用に有利である。
【００３５】
　好ましい実施形態の非限定的な実施形態では、図７は、前記フィルム層１２と前記ファ
ブリック層１８の間の接合面１７に接着剤組成物１６を有することにより、２つのファブ
リック層１８と３つのフィルム層１２が結合して形成された積層体１０の概略断面図であ
る。接着剤組成物は、フィルム１２とファブリック１８の間を断続的に接着する。簡素化
のため、フィルムは３層で表し、ファブリックは２層で表す。ここで開示されているよう
に、他の層はファブリックとフィルムの両方が可能である。
【００３６】
　ファブリック側４５は、通常は、保護される対象に向かってしばしば接触して配置され
る。第１の層１８ａは、第１デニール寸法の第１の繊維１８ｃを含み、同時にファブリッ
ク１８の第２の層１８ｂは、第２デニール寸法の第２の繊維１８ｄを含む。好ましい実施
形態においては、第１デニール寸法は第２デニール寸法よりも小さい。ここに示すごとく
、第２ファブリック層１８ｂは、接合面１７に近接している。
【００３７】
　さらに図７において、第１フィルム層１２ａは接合面に近接しており、第２フィルム層
１２ｂは第１フィルム層１２ａと近接し接合面からより遠くに位置している。第３フィル
ム１２ｃは、第２層１２ｂに近接しており、またの名をフィルム１２のスキン層または外
部層とされる。フィルム層１２ａとファブリック層１８ｂは接合面１７と近接し、それぞ
れフィルムとファブリックの内部層とされる。層１８ａと１２ｃは、各フィルムとファブ
リックの外部層とされる。１２ｂのような層は、中央または中間層とされる。すなわち、
フィルムまたはファブリックを分けるには、接合面からの方向が目安となる。
【００３８】
　図３に示される通常の使用では、水蒸気の形態の水分が、ファブリック側４５上の積層
体１０に入り、矢印５０で示す「内側から外側」方向に積層体１０を通って進み、積層体
１０のフィルム側４６を通って外部環境へ出る。ファブリック層１８ａと１８ｂおよびフ
ィルム層１２ａ、１２ｂおよび１２ｃ（および、もし存在する場合には、他のフィルムと
ファブリック層）は、好ましくは、本開示に係る、水蒸気が「外側から内側」方向６０に
運ばれるのを基本的に阻害するように構成される。いずれにしても、蒸気の正味流れは、
保護される表面または容量から外側環境への矢印５０の方向である。
【００３９】
　蒸気流れの要求される方向５０は、積層体１０の、内部層、内側、内側層－または同様
の用語としてファブリック側４５と名付けられて表示される。同様に、積層体１０のフィ
ルム側４６もまた、外部層、外側、外側層等と呼ばれる。
【００４０】
　図７ｂは、液状水および蒸気収着、拡散および離脱によるプロセスが、２つの不織布層
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、断続的な接着層および共押出フィルム層を通じて生じるのを示す。図７ｂは、各層の正
味流量を水蒸気の正方向の流れとして示す。水は、不織布の積層体に侵入し、積層体の各
層を通じて保護される環境から運ばれ、最終的には正方向の流れとともに大気に拡散する
。図７ｂでは、Ｐは積層体の透過係数；Ｐ１は積層体内部表面の透過係数；Ｐ２は積層体
外部表面の透過係数；Ｃ２は各層の最初の水の濃度；Ｃ１は各層の最後の水の濃度；Ｘ＝
０は各層の開始；そしてＸ＝lは各層の厚みを表す。
【００４１】
　一実施形態においては、包装材はシート状であり、包装する対象物に接触する第１側面
と、使用に際して露出する第１側面の反対側の第２側面をもつ。包装材は水蒸気透過熱可
塑性フィルムと、接合面に沿ってフィルムと接触する親水性不織布および、フィルムを不
織布に断続的に接着する接合面内のホットメルト接着層を有する。フィルムは、接合面か
らの距離が増加すると親水性が増す特徴を有する３以上の独立した層をもつ。ファブリッ
クは、デニールが異なる繊維、親水性が異なる繊維または両者により特徴づけられる２以
上の独立した層をもつ。種々の実施形態では、包装材は下記の一以上により特徴づけられ
る：
　　　－フィルムと不織布は、エチレンホモポリマー類および／またはコポリマー類に基
づく；
　　　－不織布の繊維の熱変形温度は７０°Ｃ以上である；
　　　－フィルムは、カリウムイオンで中和された複数のカルボキシレート基を含む；
　　　－フィルムは、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）または直鎖低密度ポリエチレン（
ＬＬＤＰＥ）を含む；
　　　－フィルムは、接合面近傍の接合層を含む複数の共押出層と、シートの外側面を形
成するスキン層および接合層とスキン層の間に配される一以上の中間層を含む；
　　　－スキン層の水蒸気透過性と親水性は、接合層のそれらよりも高い；
　　　－フィルムの接合層は炭酸カルシウムを含み、スキン層はカリウムで中和された複
数のカルボキシレート基を含む；
　　　－包装材の不織布は、フィルムの接合面近傍の接合層とシートの第１側面を形成す
る外側層を含む複数の層を有し、ファブリックの外側層の親水性が接合面ファブリック層
の親水性よりも低い；
　　　－ファブリックは、独立の層をカーディングすることにより製造され、ファブリッ
クを形成するため繊維を水交絡する；
　　　－不織布は、ＬＬＤＰＥで作られた短繊維を含む；
　　　－繊維は、結晶度の増加のため有核のＬＬＤＰＥから紡績される；
　　　－繊維は、製造と最終用途のため熱変形温度を増加するナノクレイを含む；
　　　－ファブリックの繊維は、チタネートを含む；および
　　　－不織布は、１．２～１．５デニールの繊維を含む。
　上記特徴のリストは、例示的なものであり限定を意図するものではない。本記載の包装
材中の上記で示した一以上の各種の態様を組み合わせることで、他の実施形態が可能であ
る。
【００４２】
　他の実施形態では、シートが積層体を形成する材料から作製されるシート状の包装用品
が提供される。積層体は、第１材料を有し、第１材料は好適な水蒸気透過性を有するシー
ト材の第１側面を形成する収縮－伸張フィルムから作られる。積層体はさらに、第２材料
を有し、第２材料はシート材の第２側面を形成するとともに、多層不織布は親水性が異な
る複数の層をもつ多層不織布ファブリックを有する。積層体はさらに、第１と第２材料の
接合面に配されこれらを接着するホットメルト接着剤を有する。好ましい実施形態では、
フィルム、ファブリックおよび接着剤は全てエチレンポリマー類またはコポリマー類を含
む。
【００４３】
　種々の実施形態においては、包装用品は、下記の一以上により特徴づけられる。
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　　　－フィルムは、炭酸カルシウムフィラーを有する；
　　　－フィルムは、ポリオレフィンおよび少なくとも一部がカリウムで中和された複数
のカルボキシレート基を有するイオノマーを有する；
　　　－フィルムは、接合面近傍の接合層と、接合層に配される一以上の外部層を含む複
数の層を有し、前記複数の層は接合面からの距離が増す順に、上記透過性が増す；
　　　－接合面のフィルム層は、ポリエチレン（例えば、ＬＬＤＰＥ）および炭酸カルシ
ウムフィラーを有する；
　　　－フィルムの外部層は、少なくとも一部がカリウムで中和された複数のカルボキシ
レート基をもつポリオレフィン材を有する；
　　　－フィルムの一以上の層は、製品の水蒸気透過率を高める分子ふるいを有する；
　　　－分子ふるいは、フィルムの異なる層の異なるレベルで適用され、水蒸気伝達の方
向を決める；
　　　－フィルムの厚さは３ミル～９ミルである；
　　　－第２材料のファブリックは、異なるサイズの繊維を有する層から作られる；
　　　－不織布の個々の層は、けん縮ステープル繊維を有する；
　　　－不織布の繊維は、チタネートで改質された有核ポリエチレンを有する；
　　　－不織布は、１．２～１．５デニールの繊維を有する；および
　　　－不織布の層の親水性は、シート材の第２の側から接合面へ増加する。
【００４４】
　他の実施形態では、ここで開示する不織布を作製するために必要な、紡糸、カーディン
グおよび他の処置に適した加熱撓みまたは熱変形温度が７０°Ｃ以上の小さなデニールの
寸法（例えば、１～３デニールまたは０．５～２デニール）のポリエチレン繊維が提供さ
れる。種々の実施形態では、１～３デニールのポリエチレン繊維は、４５５ｋＰａ負荷で
ＡＳＴＭ　Ｄ６４８で測定される加熱撓み温度が７０°以上である。種々の実施形態にお
いては、繊維は、下記の一以上により特徴づけられる。
　　　－繊維は、１～１．３デニールである；
　　　－繊維は、１．３～１．７デニールである；
　　　－繊維は、けん縮ステープル繊維状である。
　　　－繊維は、ナノクレイを０．５～６重量％含み；ナノクレイは任意でチタネート、
ジルコネートまたはシランカップリング剤で被覆される；
　　　－不織布は、前記繊維で作られる。
　　　－不織布は２以上の層を有し、第１と第２層が隣接する場合、第１層の繊維は、第
２の層の繊維とは異なるデニールである；
　　　－ファブリックは、２以上の層を有し、第１と第２層が隣接する場合、第１層の繊
維は、第２層の繊維とは異なる親水性である；
　　　－ファブリックは、多層ファブリックであり、第１層の繊維は第２層の繊維とは、
デニールと親水性の両者が異なる；
　　　－ファブリックの層は、高デニールの繊維であり、また高親水性の繊維である；
　　　－不織布の第１の層は１～１．３デニールの繊維を有し、第２の層は１．３～１．
７デニールの繊維を有する；
　　　－不織布の繊維は、親水性チタネートまたはジルコネートカップリング剤を有する
；
　　　－不織布の一以上の層の繊維は、熱変形温度を増加させるナノクレイ粒子を含む；
　　　－多層不織布の高デニール繊維は、親水性チタネート材を含む；
　　　－多層不織布の第１の層は、１～１．３デニールの繊維と、第２の層は１．３～１
．７デニールの繊維を有し；および少なくとも第２の繊維はチタネートまたはジルコネー
トカップリング剤を有する；
　　　－繊維は、スパンボンディング法で作製される；
　　　－繊維は、メルトブロー法で作製される；
　　　－繊維は、スパンレース法で作製される；
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　　　－不織布は、１０～２００グラム／平方メートルの面積重量をもつ；
　　　－上記の態様の不織布の何れかを含む積層体が提供される；
　　　－前記積層体は熱可塑性水蒸気透過フィルムを含み、フィルムとファブリックは、
接合面で接着剤組成物により断続的に結合される；
　　　－ファブリックとフィルムの両者が、少なくとも、エチレン単位を５０％モル以上
有するエチレンホモポリマーまたはエチレンコポリマーが５０重量％である積層体が提供
される；
　　　－ファブリックとフィルムの両者が、ＬＬＤＰＥ５０重量％である積層体が提供さ
れる。
　　　－２以上の層を有するフィルムであって、接合面近傍の第１層の水蒸気透過率がフ
ィルムの第１の層近傍のフィルムの第２の層の水蒸気透過率より低い積層体が提供される
。
　　　－少なくとも一つのフィルム層がエチレンホモポリマーまたはコポリマーを有し、
さらに脂肪酸改質イオノマーを有する積層体が提供される；
　　　－積層体のフィルム層において検出されるイオノマーがＫイオノマーである；
　　　－積層体のフィルム層において検出されるイオノマーがＮａイオノマーである；
【００４５】
　他の実施形態では、押出蒸気透過フィルムが提供される。前記フィルムは、エチレンホ
モ－またはコポリマー５０～９５重量％、イオノマー組成物５～４５重量％、フィラー１
０～４０重量％および親水性カップリング剤０．０１～７重量％含む。好ましい実施形態
では、前記フィルムは、さらに複数のエポキシ基（メタクリル酸グリシジルのコポリマー
および他のオレフィンモノマー等）を含むポリマーおよび／または無水マレイン酸がグラ
フトされたポリマーを有する。存在する場合、これらの付加されるポリマー性物質はフィ
ルム組成物の分散と架橋を提供する。フィルムは、単一層のフィルムまたは、好ましい実
施形態においては、３層のフィルムのように多層のフィルムで提供される。多層フィルム
は、組成物の上記範囲は全ての層の平均を示し、同時に独立している層は、ここにさらに
示す組成をもつ。
【００４６】
　イオノマー組成物は、複数のカルボキシレート基を有するポリマー性材料を有し、カル
ボキシレート基の一部はナトリウムまたはカリウムで中和されている。特定の実施形態の
場合、イオノマー組成物はＥ／Ｘ／Ｙコポリマーと、炭素原子が４～３６の一塩基カルボ
ン酸を有する。ここで、Ｅはエチレン、Ｘは少なくとも一つのＣ３－８α，β－エチレン
性不飽和カルボン酸、Ｙは軟化コモノマーであり、ＸはＥ／Ｘ／Ｙコポリマーの約２～約
３５重量％であり、Ｙは０～約３５重量％であり、また、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマー内の７０
％以上の酸性基と有機酸は、ナトリウム、カリウムまたはナトリウムとカリウムの組み合
わせから選ばれる金属イオンで中和される。
【００４７】
　種々の実施形態では、押出蒸気透過フィルムはさらに、下記の一以上により特徴づけら
れる。
　　　－フィルムは、エチレンポリマーまたはコポリマー５０～８０重量％；イオノマー
組成物１５～４５重量％；フィラー１５～３５重量％、およびカップリング剤を０．１～
０．８重量％有する；
　　　－フィルムは、ＬＬＤＰＥで作られる；
　　　－イオノマー組成物では、Ｘがアクリル酸またはメタクリル酸、Ｙはアクリル酸ま
たはメタクリル酸のエステルである；
　　　－親水性カップリング剤はチタネートである；
　　　－フィラーは、一以上の二酸化チタン、炭酸カルシウムまたは混合物である；
　　　－イオノマー組成物は、カリウムで中和されたカルボキシレート基を含有する；
　　　－イオノマー組成物は、ナトリウムで中和されたカルボキシレート基を含有する；
　　　－イオノマー組成物は、ナトリウムとカリウムの混合物で中和されたカルボキシレ
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ート基を含有する；
　　　－フィルムの水蒸気透過率は、３０グラム／平方メートル／日よりも高い。
　　　－上記記載の複数の共押出層を有する多層フィルムが提供される；
　　　－多層フィルムは、少なくともＡ－Ｂ－Ｃの３つの層を有し、ここで、Ｃ層のイオ
ノマー濃度はＢ層のイオノマー濃度よりも高く、Ｂ層のイオノマー濃度はＡ層のイオノマ
ー濃度よりも高い；
　　　－多層コンポジットフィルムは着色されている；
　　　－コンポジットフィルムは、Ａ－Ｂ－Ｃの３以上の層を有し、ここで、Ｃ層の水蒸
気透過率は、Ｂ層よりも高く、Ｂ層の水蒸気透過率は、Ａ層よりも高い；
　　　－上記各種態様のフィルムまたは多層フィルムが、フィルムとファブリックの間の
中間層に位置する接着剤組成物により不織布に接着されている積層体が提供される；
　　　－積層体等のファブリックはポリエチレン繊維を有する；
　　　－ファブリックのエチレン繊維は、１～３デニールである；
　　　－積層体シートの繊維は、１～２．５デニールである；
　　　－積層体シートの繊維は、１～２デニールである；
　　　－積層体シートの繊維は、１～１．３デニールである；
　　　－積層体シートの繊維は、１．３～１．７デニールである；
　　　－ファブリックは、２以上の層をもつ；
　　　－ファブリックは、第１層の繊維のデニールが第２層の繊維と異なる２以上の層を
もつ；
　　　－ファブリックは、２以上の層をもち、第１層の繊維は第２層の繊維と異なる親水
性をもつ；
　　　－積層体は、第１層の繊維は第２層の繊維とデニールおよび親水性の両者が異なる
多層ファブリックをもつ；
　　　－積層体は、ファブリックの第１層が１～１．３デニールの繊維を有し、第２層が
１．３～１．７デニールの繊維を有する多層ファブリックもつ；
　　　－多層ファブリックにおいて二つの異なるデニールの繊維を有し、高いデニールの
繊維はまた親水性チタネート材を含む；および
　　　－第１および第２層を有する積層体シートのための提供される多層ファブリックで
あって、前記第１の層は１～１．３デニールの繊維を含有し、不織布の第２の層は１．３
～１．７デニールの繊維を含有し、第２の層はさらにチタネートまたはジルコネートカッ
プリング剤を有する；
　　　－熱変形温度を高めるナノクレイを０．５％～５％有する多層繊維；
【００４８】
　前に述べたように、上述の実施形態の種々の態様と、ここでのさらに詳しい説明は、好
適なファブリック、フィルムおよび積層体を提供するのに組み合わすことができる。本発
明の非限定的な異なる態様を以下に記載する：

１．低デニールポリエチレン繊維
【００４９】
　種々の態様において、ポリエチレン繊維は他のポリマーと比較して柔らかいことから積
層体に使用される。これは保護される対象物を傷つけない利点を積層体に与える。しかし
、従来のポリエチレン繊維は、不適当な熱変形温度や他の物性を有する傾向があり、一般
的に製造には温度安定性を有しておらず、企図する使用には向いていない。特に、従来の
ポリエチレン繊維は、一般的に紡績中に発生する熱に耐えられない。短繊維は、けん縮が
できず、および／またはカーディング工程の温度に耐えることができない。さらに、熱撓
み温度が低いため、不織ウェブ形成するための従来のニードルパンチ法または水交絡工程
には耐えられない傾向にある。このように、接着点を導入するメルトボンディング法また
は他のプロセスにより、織布に形成されなければならないが、これらの接着点は敏感な傷
をつけてしまい、柔かいポリエチレン繊維を使用する目的にはそぐわない。
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【００５０】
　この欠点は、熱変形温度を高める成分を添加することで解決できる。この場合、繊維は
不織布を作製する糸またはフィラメントとして使用できる。前記成分は、酸化および紫外
線安定剤およびフィラーとしてナノクレイ；そして一般的にポリマーにおいて使用される
が、今迄ポリエチレン繊維への使用が示されていない公知の核化剤を含む。特に、低デニ
ールポリエチレン繊維（例えば、１～３デニールの繊維）は、下記を含む溶融物を紡糸（
スピナーレットを通じて押出す）ことで製造される。
　　　１）　ポリエチレンポリマーまたはコポリマー
　　　２）　下記を含む安定化パッケージ
　　　　　　ａ）　一次酸化防止剤；
　　　　　　ｂ）　二次酸化防止剤；　および／または
　　　　　　ｃ）　例えばＨＡＬＳ（ヒンダードアミン系光安定剤）などの紫外線安定パ
ッケージ；および
　　　３）　核化剤；および
　　　４）　クレイまたはナノクレイ
　低デニールポリエチレン繊維は、４５５ｋＰａ負荷でＡＳＴＭ　Ｄ６４８で測定される
加撓み温度（ＨＤＴ）が７０°Ｃ以上であることを特徴とする。
【００５１】
　一次および二次酸化防止剤と紫外線安定パッケージ（項目２ａ～２ｃ）は、紫外線によ
る酸化と損傷に対する保護を提供する。核化剤は結晶化度を制御するのに役立ち、また、
これは発見されたものであるが繊維の熱変形温度を制御するのにも役立つ。種々の実施形
態では、核化剤は、結晶化度とポリエチレンフィルムの流し込みにおいて核化作用を制御
するのに従来使用されているタイプのものから選ばれる。例としては、ミリケン社が販売
する「Ｈｙｐｅｒｆｏｒｍ：（登録商標）ＨＰＮ－２０Ｅである。化学的には、ＨＰＮ－
２０Ｅ核化剤は、カルボン酸塩と呼ばれる。クレイは、アルミノけい酸のような層状物質
であり、ポリエチレン内で分散または剥離できる。これは、剥離した薄片は数十Åの序数
の寸法をもち、クレイはナノクレイとして援用できるからである。すなわち、ナノクレイ
は、剥離した粒子のサイズをいう。
【００５２】
　一次酸化防止剤（またはラジカル除去酸化防止物質とも呼ばれる）は、連鎖停止反応を
用いて、酸化を阻止する。種々の実施形態では、これらは反応性ＯＨまたはＮＨ基をもつ
。非限定的な例では、ヒンダードフェノール酸化防止剤および二次芳香族アミン酸化防止
剤を含む。酸化の抑制は、プロトンを酸化防止剤からポリマー鎖内で形成される遊離基種
へ移行することで生じる。プロトン移行の結果であるイオン基は安定しており、ポリマー
鎖からプロトンを摘出することはない。
【００５３】
　二次酸化防止剤（ヒドロペルオキシド分解剤ともいう。）は、ヒドロペルオキシドを非
イオン基、非反応性および耐熱性品へ分解する。二次酸化防止剤は、
相乗的な安定効果を得るためにしばしば一次酸化防止剤と組み合わされて使用される。作
用として、二次酸化防止剤は、ヒドロペルオキシドが反応性アルコキシラジカルまたはヒ
ドロキシラジカルへ分かれるのを抑制する。一般的に使用される二次酸化防止剤は、有機
リン化合物とチオシナージストを含む。チオシナージストは、硫黄系のヒドロペルオキシ
ド分解剤である。非限定的な実施形態は、３，３－チオジプロピン酸のエステルを含む。
チオシナージストは、ヒドロペルオキシドと反応し、スルフォキシド類とスルホン類を生
じさせる。硫黄系ヒドロペルオキシド分解剤は、ヒンダードフェノール酸化防止剤と組み
合わせて使用できる。最も一般的な市販の入手可能なチオシナージストは、ラウリル酸ま
たはステアリン酸に基づくものである。
【００５４】
　核化剤は、溶融開始から結晶化する温度を増加させる機能を有する組成物または化合物
である。核化剤の効果を決定または評価するには、示差走査熱量測定法（ＤＳＣ）により



(16) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

結晶の発現を測定することができる。ポリエチレン繊維に添加される核化剤の量は、如何
なる核化剤もない場合と比較して、溶融物の結晶温度が少なくとも１°Ｃ上昇するのに適
した量である。すなわち、核化剤の使用から測定可能な上昇は、繊維の熱変形温度の上昇
のための代用品となるかまたは代用品と相関する傾向がある。核化剤の最小、最大または
最適量は、所望の結果に加えられるレベルの相関関係から個々の事例により決めることが
できる（すなわち、ポリマーの結晶温度および／または繊維の変形温度の上昇である）。
この態様では、配合は個々の化学作用によって決まるのではなく、必要な結晶温度の上昇
を提供する化学作用の指数によって決まる。
【００５５】
　クレイまたはナノクレイのポリエチレン樹脂への取り込みは、組成物の剥離をもたらし
、クレイの層は繊維マトリックス全体にわたり均一に分散する組成の剥離をもたらす。ポ
リエチレン樹脂におけるクレイの剥離は、ナノ複合体と呼ばれるものとなる。ポリマー樹
脂における完全な剥離を達成するために、クレイは様々なカップリング・化学剤により前
処理され、ポリエチレンと共に相溶化樹脂が使用でき、および／または攪拌、超音波、粉
砕などにより、クレイがナノ複合体に分散する。
【００５６】
　好適なクレイはアルミノけい酸を含み、シート状（積層）構造を有し、様々な形で八面
体アルミナＡ１０６に結着している四面体珪酸ＳｉＯ２を含む。好適なクレイは、スメク
タイトクレイを含み、四面体と八面体の２対１の割合をもつ。スメクタイトクレイの非限
定的な例は、モンモリナイトである。このようなクレイでは、層（プレートレット）の厚
みは１ナノメートルのオーダーである。分散または剥離した場合、プレートレットのアス
ペクト比は高く、一般的には１００～１５００である。剥離クレイは、一グラム当たり数
百平方メートルという非常に広い表面領域をもつ。通常、クレイをポリマーマトリックス
と化学的に相溶性にすることが必要とされる。クレイを「親有機性」にする様々なプロセ
スが知られている。クレイとのイオン交換、およびポリマー分散の使用は、これらのプロ
セスのうちの二つである。ナノクレイの二つの例は、サザンクレイプロダクツ社製のＣｌ
ｏｓｉｔｅ　Ｎａ＋とＣｌｏｓｉｔｅ１５Ａである。
【００５７】
　種々の実施形態では、クレイは、ここでさらに記載するチタネートやジルコネート等の
カップリング剤で前処理された後、ポリマー樹脂に分散しまたは剥離する。
【００５８】
　種々の実施形態では、ポリエチレンマトリックスに混和されるナノクレイは、０．２５
～１５重量％、０．５～１０重量％、０．５～９．０重量％、０．５～６．０重量％また
は２～８重量％提供される。プロセス条件は、クレイの層が完全に分離し、個々の層が有
機マトリックスの全体にわたり分散される剥離構造を形成するのに選択される。
【００５９】
　ＬＬＤＰＥ繊維型樹脂の非限定的な例は、「ＡＳＰＵＮ（登録商標）６８３５Ａ」また
は「ＡＳＰＵＮ（登録商標）６８５０Ａ」（メルトフローインデックスが異なるダウケミ
カル社製の二つの繊維型ポリエチレン）が使用される。繊維樹脂は、繊維に変換される前
に、酸化防止剤（例えば、ＩＲＧＡＮＯＸ Ｂ２１５）および紫外線安定剤（例えば、Ｔ
ＩＮＵＶＩＮ　１１１）を添加して熱撓み温度を高めるよう改質される。熱と紫外線安定
のパッケージは、一般的に不織布の繊維を作製する樹脂の１．０重量％以下に形成される
。さらに、樹脂は、便宜的にマスターバッチの手段を経て、ミリケン社製「Ｈｙｐｅｒ－
Ｆｏｒｍ（登録商標）ＨＰＮ－２０Ｅ」等の核化剤を添加して有核化することができる。
この段階では、結晶温度を上げるとともに、結果物の繊維の熱撓み温度（ＨＤＴ）を高め
ることが認められている。最終的に、モンモリロナイト等のナノクレイは、約１～１５重
量％のレベルで、ポリマーマトリックス中で剥離する。これらのパッケージの添加は、繊
維のＨＤＴを高めるとともに、積層体の製造や製造後の積層体の両者を適したものにする
。すなわち、好適な量の好適な添加剤の使用を通じることにより、熱撓み温度を摂氏で数
度高めることができ、７０°Ｃ以上である最終値が好ましい（例えば、７０～８０°Ｃ、
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７０～９０°Ｃ、または７０～１００°Ｃ）。
【００６０】
　任意では、繊維樹脂は、チタネートまたはシラン化学特性により、変換中または積層後
の繊維の物性を強化するのに改質される。

２．ポリエチレンのけん縮繊維
【００６１】
　ポリエチレンで作られるけん縮不連続繊維は、
　　　－スピナレットを通して、上記成分の溶融配合物を押出す；
　　　－押出繊維を、例えばシランで整える；
　　　－繊維を切断およびけん縮し、コイル状繊維にする；および
　　　－けん縮繊維を熱硬化する
ことで調製される。
　熱硬化の前に、繊維には低レベルの表面架橋をすることができる。ここで説明する繊維
は、ニードルパンチ法または水交絡による不織ウェブの形成に適したけん縮繊維を製造す
るための、けん縮と熱硬化に耐える好適な熱変形性を有する。

３．不織布
【００６２】
　ここに記載する積層体に使用する不織布は、水蒸気を接合面に向かって、すなわちファ
ブリックを通じて外部環境へ水蒸気を運搬するのに好適な繊維である。非限定的な例は、
ポリエステルおよびアクリル繊維を含む。具体的な実施形態では、不織布は、ポリエチレ
ン繊維から作られる。積層体への使用のために、この開示の早い段階で示したように、ポ
リエチレン繊維は、熱変形温度を高めるように取り扱われるのが好ましい。
【００６３】
　一実施形態では、ソフトな払拭の適用のために、柔軟な１～３デニールのポリエチレン
繊維が不織布に製造される。他の実施形態では、積層不織布は積層フィルムとともに積層
されて、ここに示す包装用材料を形成する。
【００６４】
　本発明の不織布は、３．０デニール以下のサイズのマイクロファイバーの繊維を使用し
、１．０デニールから２．５デニールまたはこれらのサイズの組合せがより好ましい。任
意的に、繊維はここで援用される米国特許第４，８３８，９０４号に示す如く、蒸気およ
び／またはガスの流れを助けるため中空とすることができる。
【００６５】
　本不織布の繊維は、フィラメントまたは不連続繊維として提供される。フィラメント状
の繊維は、不織ウェブを提供するためスパンボンディング、メルトブローまたはエアレイ
ドされる。本発明に係る多層不織繊維の作製では、所望の水蒸気透過性と吸上能力を有す
るファブリックを提供するのに、個々のウェブは共押出されることが可能である。
【００６６】
　不連続繊維は、通常不織布を作製する次の工程の前でけん縮される。
【００６７】
　種々の実施形態では、けん縮不連続繊維は、個々の層が親水性と蒸気吸上、液体吸上を
有する多数層にカーディングされる。親水性と蒸気透過性についてはここで記載されてい
る。
【００６８】
　種々の実施形態では、連続するカードは平行（すなわち、同じ角度で、通常は機械の方
向で）または異なる角度（例えば、互いに直交して）で置かれる。全てのカードが置かれ
た後、水交絡、ニードルパンチング等により不織布が作製される。そのほかにも、不連続
繊維は瞬間的に紡績できる。もしカードが異なる方向、好ましくは直交する方法で置かれ
ると－例えば第１のカードが機械方向（ＭＤ）で置かれ、第２のカードが９０°横切る方



(18) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

向（ＴＤ）の場合－これはストレッチ用途に好ましい、機械方向でより強いウェブが製造
される。
【００６９】
　上記で改質された好適な高い熱変形温度を提供する繊維は、スパンレイドやメルトブロ
ー等の好適なプロセスでウェブに形成される。一例は、スパンボンド／メルトボンド／ス
パンボンドウェブ（ＳＭＳ）である。一実施形態では、繊維は切断され、不連続繊維へと
けん縮され、その後カーディングでウェブに形成される。積層不織構造の製造能力に応じ
て、これらの方法は如何なる組合せも使用できる。ウェブを形成した後に、限定するもの
ではないが、化学結合（ウェットレイド）、ニードルフェルト、ニードルパンチング、超
音波パターンボンディング、および水交絡を含むこの分野で知られる多くの方法の一つあ
るいは組み合わせて不織布は結合される。
【００７０】
　種々の実施形態においては、不織布は、低デニールけん縮ポリエチレン繊維から、繊維
の少なくとも二つの層を置き、その後繊維をニードルパンチまたは水交絡することにより
製造される。ファブリックをニードルパンチまたは水交絡により作製することにより、繊
維を溶融するどの段階も回避される。幾つかの適用では、これは有利である。なぜなら、
繊維の溶融は、繊維が溶融し合体する「接着点」が提供されてしまい、この接着点が積層
体により保護される対象物の敏感な表面を傷つけてしまいがちだからである。しかしなが
ら、繊維へのニードルパンチングや水交絡ステップは、繊維組成物の高い熱変形温度や他
の物性が要求される困難な条件を目的とすることができる。また、ニードルパンチングや
ウォータージェットによる最良の交絡加工のためには、繊維はけん縮されるため、今まで
の従来のポリエチレン繊維には不適切であったさらに高い温度や製造ステップを目的とす
ることができる。
【００７１】
　不織布は、好ましくは３層構造や２層構造のような多層構造を有する。適用条件によっ
ては、ここで引用により援用する米国特許第６，６９６，１２０Ｂ１に記載される如く、
多層不織布はスクリム素材により改質できる。種々の実施形態では、多層ファブリックは
、個々の層において異なるサイズの繊維を有し、これらの繊維の吸上特性が異なる利点を
提供する。特に、低デニール（小さな）繊維は、積層体が保護包装として使用される場合
の対象物または体積部分に接触する多層不織布の「底部」層で使用される。より小さいサ
イズの繊維は、大きな繊維よりも水を早く吸い上げる傾向にある。このより小さなサイズ
の繊維は、表面においてより早い割合の吸い上を有し、静水圧力を不織布の上方の層に向
かって流体運動圧力に変換する。上方の層は一般的に大きい繊維で作られる。万一、液体
水分がフィルム内部からフィルム、接着層および不織布接合面の内部に入った場合、接合
面における大きい繊維は、高速で水を吸い上げる傾向にないため、表面に向かって水が戻
るのが長く掛かる（すなわち、ファブリックを通って戻る）。これは接合面の大きい繊維
は早い割合で水を吸い上げる傾向にないからである。液体水分が、保護される表面から離
れると、水は不織布、接着層および収縮－伸張フィルムの中間層に存在する。
【００７２】
　好ましい実施形態では、繊維はファブリックを作るために、少なくとも２つの層の内部
に連続して配置される。この２つの層は異なるデニールの繊維を含む。低デニールの繊維
は、高デニールの繊維よりも高い毛細管作用を有する。このように、高い毛細管作用の繊
維層は、好ましくは使用に際しては、制御が必要な、または水の除去が必要な高相対湿度
の側に向かって配置される。
【００７３】
　繊維がフィラメント状の場合、各層は（例えば、スパンボンディング、メルトブローま
たはエアレイド工程により）分離して形成され、積層不織布を形成するため共押出される
。不連続繊維では、積層不織布は通常個々の繊維を別々のカードに置き不織布を形成する
のに続いて、ニードルパンチングまたは水交絡される。積層不織布を含む種々の実施形態
は、ここで繊維の層を参照して記載される。理解すべきことは、適切な場所では、層につ
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いての教示は、けん縮不連続繊維から形成されるカードまたはフィラメント繊維から形成
される層に委ねられていることである。
【００７４】
　好ましい実施形態では、第１の層は１．１～１．３デニールに形成され、第２の層は１
．３～１．７デニールである。適用状況により、多様な面積重量の繊維が各層に提供でき
る。種々の実施形態では、１０～７０ｇ／ｍ２が各層に提供される。好ましい実施形態に
おいては、不織繊維は、５０ｇ／ｍ２の合計面積重量を有する。
【００７５】
　前述のように、低デニール繊維の一つの機能は、保護すべき表面または体積から水を吸
上げて遠ざけることである。第１の層の低デニール繊維により表面から水が吸い上げられ
ると、水は高デニール層に入る。水を保護表面からの通路に存在し続けるために、繊維の
第２の層は、低デニールで高い毛細管繊維よりもさらに高い親水性を有するように処理さ
れる。このように、水は保護表面（または体積）から離れる方向へ不可逆的に導かれる。
【００７６】
　好ましい実施形態においては、第２の層の高デニール繊維は、これらを恒久的に親水性
なものとするべく、他の成分とともにまたは他の処理で配合される。高度で革新的な分野
では、第２の層の繊維は、特異的に親水性のチタネートカップリング剤で配合される。ケ
ンリッチ・ペトロ・ケミカルズ社を通じて可能な親水性チタネートの二つの例としては、
ＬＩＣＡ３８Ｊと、ＮＺ３８Ｊである。ＬＩＣＡ３８Ｊは水溶性を特徴とし；ＮＺ３８Ｊ
は水溶性であり、濃度は１％と同じかまたはそれ以下である。好適なカップリング剤は、
粘着層の欄で説明する下記を含む。
【００７７】
　好ましい実施形態では、一または両方の層は、繊維を安価とするのに作用し、吸熱部と
して作用し、また繊維の熱安定性を増加するタルクまたはクレイ等のフィラーを有する。
【００７８】
　広い意味では、多層不織布は、小デニール繊維の第１の層と、大デニール繊維の第２の
層を有し、両方の層の繊維は柔軟性のために１～２デニールの範囲であるのが好ましい。
好ましくは、第２の繊維は、第１の繊維よりも更に恒久的に親水性を有するように処理さ
れる。第１の層の低デニール繊維は、第２の層の繊維よりもより高い毛細管作用を有する
。不織布は、他の層がファブリックを通じる水蒸気の流れの方向に逆らう影響を有しない
限り、任意で第３、第４および他の層を有する。種々の実施形態では、各層は少なくとも
保護表面から外部環境への方向で測定される、それよりも前の層と同じ親水性である。こ
のように、多層不織布は湿気のための一方向の通路を提供する。多層不織布はまた、強度
のため中間層と呼ばれる層を包含することができる。中間層は、近傍よりも更に高い親水
性が必要ではないが、親水性や吸上性に優れた特性を持ち、水や蒸気の流れに悪影響を及
ぼすようなものではない。
【００７９】
　好ましい実施形態では、繊維はマスターバッチ法で作製できる。第１の層のポリエチレ
ン・マスターバッチは、核化剤と、第１および第２酸化防止剤並びにヒンダードアミン系
光安定剤（ＨＡＬＳ）を包含する。第２および後続の層は、マスターバッチは前述の親水
性チタネートのような親水性を増す種々の剤をさらに包含できる。
【００８０】
　後に続くファブリック層では、使用される場合、マスターバッチには親水性を供給する
化学剤の量が増加される。もし後続の層の親水性化学剤が、第２の層のそれと異なる場合
は、各層が親水性を有するのに、または前の層よりも高い親水性を与えるのに十分な化学
剤がマスターバッチに提供される。
【００８１】
　前述の通り、メルトボンディングのような工程は、保護される敏感な表面をより容易に
傷つける「接着点」を創作する。したがって、幾つかの実施形態においては、ニードルパ
ンチングや水交絡等の非ボンディングプロセスにより不織布を形成するのが好ましい。
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【００８２】
　繊維により作られるファブリックの繊維または多層ファブリックの単一層の親水性は、
確立した方法により決められる。例えば、親水性は、水滴をファブリックの表面に固定し
た高さから垂らすことで試験される。水滴により表面が濡れるのに要する時間は、ファブ
リック／繊維の親水性に関する情報を提供し－少ない時間ほど、繊維／ファブリックの親
水性が高い。例えば米国特許第４，０７３，９９３号に記載されているように、この試験
方法の一つは、アメリカ繊維化学者・色彩技術者協会（ＡＡＴＣＣ）標準試験法３９－１
９７１、湿潤性の評価である。この試験では、５秒毎に水滴（１５～２０滴／ｍＬ）が、
ファブリック上３／８インチ（１ｃｍ）の高さから落とされる。水滴が落ちる時間からス
トップウォッチにより計測される。濡れ時間が、ファブリック上の水が鏡面反射力を失う
時間として記録される。１０滴当たりの平均が計算され、より早い濡れ時間が、高レベル
の親水性とされる。便宜的に、濡れテストは多層不織布の両面で行うこともできる。一の
側の濡れ時間が他の側よりも早い場合、異なる親水性が表示される。

４．接着剤
【００８３】
　好ましい実施形態では、積層体は、ファブリック／フィルム接合面に接着剤成分を含む
。接着剤は、好ましくは断続的にフィルムとファブリックを接着する。好適な接着剤は、
ホットメルト接着剤として知られているものを含む。
【００８４】
　接着剤成分は、好ましくは、飽和ブロックコポリマーと好適な第１および第２酸化防止
剤（繊維の適用と同様）並びに紫外線安定剤に基づく。種々の実施形態では、ファブリッ
クおよびフィルムで使用されるのと同じポリマーが使用され；これにより積層体自体が熱
または超音波溶融によりシールされ、さらに再生にも適したものとなる。接着剤成分の粘
性は、積層中のポンプ機構に要求される流れに応じて選択されるが（高すぎず、また低す
ぎず）、低すぎると一旦積層された場合、暑い日に浸出してしまうので低すぎることはな
い。接着剤はさらに、米国特許第５，７０５，５６６号に示す如く、特定の用途が望まれ
る場合、粘着剤、気化性腐食抑制剤（ＶＣＩ）および殺生物剤、フィラーおよび顔料によ
り改質することが可能である。用途によっては、疎水性または親水性全構造を与えるため
に、チタネートおよび／またはジルコネートカップリング剤を添加することもできる。ホ
ットメルト接着剤にチタネートおよび／またはジルコネートカップリング剤を０．０１～
３ポリマー重量％添加すると、特にこれらの接着剤および／またはフィラーが、高い負荷
での劇的な粘度を高める接着剤を有する場合、これらの粘性（低粘度）をより高めるのに
役立つ。
【００８５】
　本発明の水透過性パッケージに使用される好適な接着剤の配合組成は、係属中の米国特
許出願第６１／０５４，７２８号出願日２００８年５月２０日および国際出願ＰＣＴ／Ｕ
Ｓ２００９／０３０５４１号出願日２００９年１月９日に開示されており、これらの開示
は適切な背景情報を提供するとともに、ここで引用により援用される。種々の実施形態で
は、接着剤組成物は、１～３０ｇ／ｍ２、２～２０ｇ／ｍ２または４～１５ｇ／ｍ２の割
合で接合面に適用される。接着剤は、ファブリックとフィルムの間の強い初期接着を提供
し、約２週間迄の期間にわたって構築される傾向にある。所望の製品によるが、好適な初
期接着強度は、１インチ当たり２００～４００グラムであり、最終接着強度は１インチ当
たり２００～２，０００グラムである。
【００８６】
　接着剤組成物の配合に用いられる接着ポリマーは、好ましくはホットメルトタイプであ
り、特に、熱可塑性ポリマーや、ＡＢおよびＡＢＡジブロック並びにトリブロックエラス
トマーの様な熱可塑性エラストマーから選ばれる。接着剤組成物で使用される熱可塑性ポ
リマーは、最終的な接着剤に粘着性を提供し、溶解や接着剤成分の懸濁液のための媒体を
提供する。このため、熱可塑性ポリマーは、粘着性成分により提供される性質を示すビヒ



(21) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

クルとして作用し、接着剤組成物とともに連携して最終接着性を提供する。
【００８７】
　ホットメルト接着剤は、当然であるが、流動性を有する粘性の液体を得るのに加熱され
る熱可塑性ポリマーから選択される。適用した後、接着剤は基本的に固体となるように冷
却される。この接着剤の使用に際しては、通常、接着剤が流体の間、結合される二つの表
面が接着される。冷やすと、接着剤は硬化して二つの材料を結合する。
【００８８】
　接着剤組成物に使用される１種類のポリマーは、ビニル芳香族モノマーや他のゴム状モ
ノマー由来のゴム状ブロックコポリマーである。ビニル芳香族モノマーは、スチレンを含
む。ゴム状モノマーは、ブチレン、エチレン、イソブチレン、ブタジエン、イソプレンそ
の他を含む。ポリマーは、好ましくはＡＢまたはＡＢＡポリマーなどのブロックコポリマ
ーの形状が好ましく、ここではＡとＢは異なる構造のブロックを示す。いくらか不飽和性
のブロックコポリマーでは、不飽和を低下または回避するため物質は水素化される。この
ような組成物は、ブタジエン、スチレンブロックコポリマー、イソプレンスチレンブロッ
クコポリマー、スチレンイソプレンスチレンブロックコポリマー、スチレンブタジエンス
チレンブロックコポリマー、スチレンエチレンブタジエンスチレンブロックコポリマー（
ＳＥＢＳ）等を含む。好適なスチレンブロックコポリマーは、例えば、クラトン社の商標
名「クラトン」が入手可能である。スチレンブロックは、物理的架橋性として機能する高
いＴｇの別々のドメインへ解離する。二相ネットワークは、ポリマーが相同する温度まで
持続する。ブロックコポリマーは、このため幾つかの温度では可塑性であるが、冷却する
と、二相形態および弾性的特質が回復する。これにより、または好適な熱可塑性エラスト
マーの低分子量により、ホットメルトと圧感接着剤に適している低粘性の組成物が提供さ
れる。
【００８９】
　幾つかの実施形態では、接着ポリマーはエチレンホモポリマーまたはエチレンコポリマ
ー基盤のブロックをもつ。好適な実施形態では、エチレンコポリマーは５０モル％よりも
多いエチレン単位を含有する。具体的な実施形態では、接着剤はトリブロックＡＢＡコポ
リマーであり、ここでＡはエチレンホモポリマーまたはコポリマーブロックであり、Ｂは
、Ａとは異なるエチレンコポリマーブロックである。好適な接着剤の例は、ＡＢＡトリブ
ロックコポリマーを含み、ここで、Ａは高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）ブロックであり
、Ｂは直鎖低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）ブロックである。
【００９０】
　種々の実施形態では、熱可塑性接着剤は、セグメント化コポリマー（または多重ブロッ
クコポリマー）であり、コポリマーは二以上、好ましくは三以上の、セグメントまたはブ
ロックを有し、好ましくは、これらのセグメントまたはブロックは一以上の化学特性また
は物性が異なる。具体的実施形態では、ブロックは、エチレンと、少なくとも一つの共重
合化可能なコモノマーを重合化することで作製される。好適なセグメント化コポリマーと
この作製方法は、アリオラその他の国際公開ＷＯ２００５／０９０４２７に例示されてお
り、この開示はここで引用により援用される。オレフィンブロックコポリマー（ＯＢＣ）
と呼ばれる商業的実施形態は、ダウケミカルカンパニー社により「ＩＮＦＵＳＥ」の商標
名で提供される。例えば、Ｄ９８１７．１５およびＤ９８０７．１５のグレードが適当で
ある。
【００９１】
　エチレンのコポリマーと共重合可能なモノマー基盤のオレフィンブロックポリマーの使
用は、接着剤のスチレンを除去する。ここでさらに説明する接着剤が、保護する表面の包
装材を積層する接着剤として使用される場合、この接着剤の使用はまた積層される製品の
スチレンを除去する。接着剤からのスチレンの除去は、全ての構造をポリオレフィン物質
で作ることができるので、積層製品の熱シールを高めるのに有益である。例えば、基盤接
着剤がポリエチレンやそのコポリマーで作られている場合、不織布とフィルムがＬＤＰＥ
基盤の場合、全包装用材料をＬＤＰＥとすることができる。これが達成されると、包装用
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材料は、それ自体が容易に熱シールまたは超音波シールできる。このことはさらに、効率
的な方法でより小さな包装用材料の作製を可能とする。例えば自動的な包装袋の場合、こ
こで、包装用材料のシートは袋形状に折りたたむことができ、また袋を形成するためそれ
自体の上でシールが可能である。接着剤と積層製品からのスチレンの除去は、特にフィル
ム、接着剤および不織布が、ポリオレフィン、ポリエチレンなどの単一型ポリマーまたは
ＬＤＰＥなどのエチレンコポリマーを基盤とする場合には、使用後の包装用材料の再生利
用可能性を高める。
【００９２】
　種々の実施形態では、オレフィンブロックポリマーは、マルチブロックコポリマーであ
り、好ましくは２以上のモノマーの直鎖マルチブロックコポリマーであり、より特別には
エチレンとＣ３－２０オレフィンまたはシクロオレフィンであり、最も特別にはエチレン
とＣ４－２０α－オレフィンである。他の実施形態では、ここで記載する組成物に接着剤
として有用なオレフィンブロックコポリマーは、セグメント化されたコポリマー（または
マルチブロックコポリマー）である、特にこのようなコポリマーは、ポリマー化した形状
のエチレンを備え、二以上および好ましくは三以上の、コモノマー含有度または密度ある
いは他の化学的性質または物性が異なるセグメントを有する。具体的な実施形態では、コ
ポリマーは分子量分布または、３．０未満、好ましくは２．８未満の多分散指数Ｍｗ／Ｍ

ｎを保有する。種々の実施形態では、セグメント化されたポリマーは、エチレンマルチブ
ロックコポリマーである。
【００９３】
　「マルチブロックコポリマー」または「セグメント化コポリマー」の語は、ここで記載
する接着剤組成物に用いられ、二以上の化学的に区別可能な領域またはセグメント（「ブ
ロック」という。）を有するポリマーのことをいう。セグメントまたはブロックは直鎖法
で連結されるのが好ましく、すなわち、化学的に分化された単位が重合化されたエチレン
官能基に関して、懸垂法または移植法ではなく、端部で結合されているポリマーが好まし
い。種々の実施形態では、ブロックは、ブロックに取り込まれるコモノマーの量や種類、
密度、結晶度、このような組成物のポリマーに寄与する結晶子サイズ、立体規則の形や度
合い（イソタクチックまたはシンジオタクチック）、領域規則性または領域不規則性、分
枝量、均質性またはその他の化学的または物理的性質が異なる。連続的モノマーの添加ま
たはアニオン重合技術により製造されたコポリマーを含む他のブロックコポリマーと比較
して、本発明の組成物における接着剤として有用なオレフィンブロックポリマーは、独特
な多分散度（ＰＤＩまたはＭｗ／Ｍｎ）の分布、ブロック長さ分布および／またはブロッ
ク数分布により特徴付けられる。より具体的には、連続プロセスで製造される場合、ポリ
マーは望ましくは、１．７～２．９、好ましくは１．８～２．５、より好ましくは１．８
～２．２、最も好ましくは１．８～２．１のＰＤＩを有する。バッチまたはセミバッチプ
ロセスにおいて製造される場合、ポリマーは望ましくは１．０～２．９、好ましくは１．
３～２．５、より好ましくは１．４～２．０、最も好ましくは１．４～１．８のＰＤＩを
有する。
【００９４】
　オレフィンブロックコポリマーは、「エチレンマルチブロックコポリマー」と呼ぶこと
ができる。この語は、エチレンと一以上の共重合可能なコモノマーを有するマルチブロッ
クコポリマーを引用し、ここで、エチレンは、ポリマー内の少なくとも一つのブロックま
たはセグメントの複数の重合モノマーユニットを、好ましくは９０モル％、より好ましく
は少なくとも９５モル％、最も好ましくは９８モル％を有する。ポリマー全重量に基づく
と、エチレンマルチブロックコポマーは、２５～９７重量％、好ましくは４０～９６重量
％、より好ましくは５５～９５重量％、最も好ましくは６５～８５重量％のエチレン含有
量をもつ。
【００９５】
　オレフィンブロックコポリマーを準備するのに適したモノマーは、エチレンおよびエチ
レン以外の一以上の共重合可能なモノマーを含む。コモノマーの好適例は、プロピレン、
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１－ブテン、１－ペンテン、３－メチル－１－ブテン、１－ヘキセン、４－メチル－１－
ペンテン、３－メチル－１－ペンテン、１－オクテン、１－デセン、１－ドデセン、１－
テトラデセン、１－ヘキサデセン、１－オクタデセンおよび１－エイコセン等の直鎖また
は分枝α－オレフィンを３～３０、好ましくは３～２０炭素原子含む。その他は、シクロ
ペンテン、シクロヘプテン、ノルボルネン、５－メチル－２－ノルボルネン、テトラシク
ロドデセン等の炭素原子を３～３０、好ましくは３～２０含むシクロオレフィンである。
種々の実施形態では、コモノマーは、ブタジエン、イソプレン、４－メチル－１，３－ペ
ンタジエン、１，４－ペンタジエン、１，５－ヘキサジエン、１，４－ヘキサジエン、１
，３－ヘキサジエン、１，３－オクタジエン、１，４－オクタジエン、１，５－オクタジ
エン、１，６－オクタジエン、１，７－オクタジエン、エチリデンノルボルネン、ビニル
ノルボルネン、ジシクロペンタジエン、７－メチル－１－６－オクタジエン、４－エチリ
デン－８－メチル－１－７－ノナジエンおよび５，９－ジメチル－１，４，８－デカトリ
エンなどのジ－およびポリオレフィンから選ばれる。

ＶＣＩ微粒子
【００９６】
　接着剤組成物はまた、接着ポリマー内にカップリング剤に沿って分散するＶＣＩ微粒子
を含有する。ＶＣＩ微粒子は、キャリアと少量の気相腐食抑制剤を含む粉末粒子状である
。粒子は、使用に際し保護気相を放出するのに適している。好適な気相腐食抑制剤の一例
は、揮発性アミンである。非限定的実施形態では、粒子は序数０．１～約５％のオーダー
の揮発アミン腐食抑制剤と約９５％～９９．９％の不揮発性物質を含む。種々の実施形態
では、不揮発性物質は、キャリアまたは気相腐食抑制剤を接着剤へと運ぶビヒクルとして
の役割を果たすキャリアから作製される。好適なキャリアは、カップリング剤を使用する
場合に、ここに記載された接着剤組成物のマトリックスを形成する接着剤ポリマーと相溶
性のあるキャリアを含む。好適なキャリアは、一般的には粒子状またはパウダー状の無機
キャリアを含む。種々の実施形態では、キャリアはポリマーまたは非ポリマーである。キ
ャリアまたはキャリアとＶＣＩの提供者により販売される有標組成物の一部である気相腐
食抑制剤を含む微粒子は、非限定的な例によれば、スプレードライで製造することができ
る。微粒子を「ＶＣＩパウダー」とする命名は、結果であるＶＣＩ組成物の物理的性質を
反映する。種々の実施形態では、キャリアポリマーは、マトリックスと相溶性を有するの
であれば、熱可塑性エラストマーまたは他のブロックコポリマーで作製される。再利用可
能性のため、ポリマーのキャリアは、大部分がエチレン基盤のポリマーを基盤とすること
ができる。
【００９７】
　ＶＣＩ微粒子の混和は、接着剤組成物へ添加剤を混和する結果となる。ＶＣＩは、使用
に際して適切な腐食の抑制を提供するのに適当なレベルで接着剤の成分に配合される。一
般的に、接着剤の０．１～２０重量％のレベルが殆どの適用において適切である。幾つか
の実施形態では、ＶＣＩ微粒子は、接着剤組成物の約５重量％～約１５重量％のレベルで
取り込まれる。添加剤は、気化性腐食抑制剤（ＶＣＩ）として知られ、周知の添加剤の任
意の多数でもよい。添加剤は、ミネソタ州セントポールのコーテック社により販売され、
例示ではＭ－１３８が特定される。この材料は、粒子形態で可能であり、密封容器に収納
されている限り、この材料が気化して放出するのは最小限に抑えられる。
【００９８】
　気化性腐食抑制剤に加えて、接着層に添加可能であり、包装材料で囲まれたキャビティ
内での気化を保護・取り扱う他の材料は、静電気耐性（静電気除去および散逸剤）、酸化
防止剤、抗菌剤（製品をバクテリアや他の生物学的汚染物質から保護するもの）、酸中和
剤、酸と塩基（ｐＨ変化の効果）、芳香性成分、空気に曝されると色が変化して、これに
より異物が混入したことを表示する添加剤その他を含む。
【００９９】
　各種の態様によれば、添加剤は、ファブリックをフィルムに確保し、保護する製品に使



(24) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

用する包装材料を作製するのに使用される熱溶融接着剤に加えられる。添加剤は、包装材
料で囲まれたパッケージ内に気体を放出する。気体は、パッケージ内部に囲まれた空気と
、保護されるキャビティ内の他の蒸気（例えば湿気）を混ぜる。気体は、保護される製品
の表面上で凝縮し、薄いが非常に効果的な腐食抑止相または雰囲気を形成する。さらなる
湿気が囲まれたキャビティに入った場合、添加剤により放出された気体は非腐食性気相を
形成する。さらに、外側層のフィルムは、抑制剤の大気への吐出を防止するバリアとして
作用する。このため、本発明に係る包装材料は、当該材料が使用される製品を取り扱う全
ての添加剤が使用され、添加剤が大気雰囲気に吐出されない「一方通行」のエミッタであ
る。
【０１００】
　ファブリックをフィルム層に結合する接着層に前記添加剤を置くことで、添加剤の量を
少なくでき、取扱や在庫が簡素化されることから、コストが低減される。もし添加剤がフ
ィルム層に置かれた場合、添加剤は両方向（材料で囲まれたキャビティ内と大気へと外側
の両方に）へ放出するため、実質的により多くの添加剤が必要となる。添加剤を接着層に
含ませることで、フィルムは蒸気が大気へ放出するのを防ぐバリアとして作用する。添加
剤を不織布内に配置することが可能なので、潜在的に不織布の性質を変え、クッション性
、柔らかさ、その他の所望の特性を低減することができる浴を介して不織布は配置される
。さらに、もし添加剤がフィルム層または不織布層の何れにも配置された場合、フィルム
または不織布の別々の量が、使用される各添加剤のために確保されなければならず、添加
剤はフィルムまたは不織布が作製される時間から連続して放出されることとなる。しかし
、添加剤を接着層に入れることで、添加剤は密封容器に保持され、使用されるまで気化状
態への放出が抑制される。添加剤は、ディスペンサに接着剤が置かれる直前に溶融状態で
接着剤と混合できる、すなわち、接着剤は、これを通じて接着剤が不織布に供給される供
給ステーション近傍の異なる供給ステーションの接着剤層へ直接供給できる。一方、接着
剤は、使用前に接着剤が形成されブロック状とされる際に、添加剤と混合することができ
る。添加剤は接着剤で包まれているため、放出は最小限である。別個のステーションによ
る供給、またはディスペンサ内に置かれる溶融接着剤との混合の何れによっても、添加剤
の変更は直ちに効果を奏し、製造中断を最小とすることができる。
【０１０１】
　ＶＣＩは多くの異なる形式に製造できる－パウダー、マスターバッチまたはオイル内で
伝達可能である。ＡＡＤシステムのための好ましい形式はパウダー形式である。パウダー
形式で重要な留意すべき二つの事項は、接着剤製造を通じてどの様に均一な混合を達成す
るか、およびＡＡＤ－ＶＣＩを持たない接着剤と比較して、積層中の要求される粘性レベ
ルおよび要求される粘着力を失わないようするため接着剤の特性を維持するかである。
【０１０２】
　ＶＣＩパウダーと接着剤はバッチ処理で混合できる。バッチ処理中は、接着剤は、ミキ
サー内に置かれ、ここで説明したチタネートおよび／またはジルコネートカップリング剤
を別々に、または予め混合したＶＣＩパウダーは予め決められた割合で－ミキサー内部に
ゆっくりと置かれる。バッチシステムは許容可能な結果を生み出し、便宜的に二軸押出機
等の押出装置内で実行する連続プロセスの使用を通じて、均一性と再生産性が達成される
のを発見した。
【０１０３】
　連続プロセスはまた、試験サンプルの高粘度または低粘度を調製する可変温度での下流
積層プロセスの運転の必要性を最小にする、より均一的な粘度の接着剤を生産する。気相
腐食抑制剤は、本質的に熱感応性である。温度が上昇すると、大気へのＶＣＩ放出が増加
する。しがたって積層プロセスにおいてより高い温度が使われると、大気へのＶＣＩ損失
がより高い割合となる。一般的に積層プロセスは、一定温度で運転するのが通常好ましく
、できる限り低い温度が好ましい。
【０１０４】
　上述の通り、ホットメルト接着剤の生産均一性への他のステップおよび、いくらかの粘
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度特性損失を得るのには、多様なチタニウムおよび／またはジルコニウム（Ｔｉ／Ｚｒ）
カップリング剤を使用する。チタニウムまたはジルコニウムのエステルは、無機フィラー
／有機微粒子／繊維と有機ポリマーのような二つの異なる種類をプロトン配位を通じて結
合し、あるいは化学的に架橋する。フィラーは改質されて、よりマトリックス樹脂のよう
に作用することから、プロトン配位は可塑化の形態で中断してもよい。溶融混練せん断条
件下では、チタネートおよび／またはジルコネートは、空気の細孔および粒子表面からの
湿気を除去するのに役立ち、真の連続相の完全な分散と配合をまねき、このためフィラー
性能を最適化する。
【０１０５】
　好ましくは、カップリング剤は、チタネート含有化合物、ジルコネート含有化合物およ
びこれらの混合物からなる化合物の群から選ばれる少なくとも一つの化合物を含む。例は
、エチレン性不飽和チタネート含有化合物およびネオアルコキシチタン含有化合物を含む
。非限定的な例であり、ケンリッチ・ペトロ・ケミカルズ社より市販されている名称は、
テトラ（２，２ジアリルオキシメチル）ブチル－ジ（ジトリデシル）ホスフィトチタネー
ト（ＫＲ５５）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリネオデカノイルチタネート（Ｌ
ＩＣＡ０１）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ドデシル）ベンゼン－スルホニ
ルチタネート（ＬＩＣＡ０９）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ジオクチル）
ホスフェイトチタネート（ＬＩＣＡ１２）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ジ
オクチル）ピロ－ホスフェイトチタネート（ＬＩＣＡ３８）、ネオペンチル（ジアリル）
オキシ－トリ（Ｎ－エチレンジアミノ）エチルチタネート（ＬＩＣＡ４４）、ネオペンチ
ル（ジアリル）オキシ－トリ（ｍ－アミノ）フェニルチタネート（ＬＩＣＡ９７）、ネオ
フェニル（ジアリル）オキシ－トリヒドロキシカプロイルチタネート（ＬＩＣＡ９９）、
およびこれらの混合物である。
【０１０６】
　更なるカップリング剤の例は、エチレン性不飽和ジルコネートとネオアルコキシジルコ
ネート含有化合物を含む。ケンリッチ社の非限定的な例は、（２，２ジアリルオキシメチ
ル）ブチル－ジ（ジトリデシル）ホスファイトジルコネート（ＫＺ５５）、ネオペンチル
（ジアリル）オキシ－トリネオデカノイルジルコネート（ＮＺ０１）、ネオペンチル（ジ
アリル）オキシ－トリ（ドデシル）ベンゼン－スルホニルジルコネート（ＮＺ０９）、ネ
オペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ジオクチル）ホスフェイトジルコネート（ＮＺ１
２）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ジオクチル）ピロ－ホスフェイトジルコ
ネート（ＮＺ３８）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（Ｎ－エチレンジアミノ）
エチルジルコネート（ＮＺ４４）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリ（ｍ－アミノ
）フェニルジルコネート（ＮＺ９７）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリメタクリ
ルジルコネート（ＮＺ３３）、ネオペンチル（ジアリル）オキシ－トリアクリルジルコネ
ート（ＮＺ３９）、ジネオペンチル（ジアリル）オキシ－ジ－ｐ－アミノベンゾイルジル
コネート（ＮＺ３７）、ジネオペンチル（ジアリル）オキシ－ジ（３－メルカプト）プロ
ピオンジルコネート（ＮＺ６６Ａ）およびこれらの混合物を含む。
【０１０７】
　例示的なチタネートは、ケンリッチ・ペトロ・ケミカルズ社のＬＩＣＡ３８とＬＩＣＡ
０９を含む。Ｔｉ／Ｚｒカップリング剤を使用すると、ＶＣＩパウダーとのＳＥＢＳ等の
紫外線安定接着剤の相溶性が増し、要求される最終接着剤の全体の流動特性を達成できる
。
【０１０８】
　Ｔｉ／Ｚｒカップリング剤は、前述の利点を得るのに適したレベルで接着剤に添加され
る。種々の実施形態では、ＶＣＩに対して、少なくとも０．１重量％、少なくとも０．２
重量％、少なくとも０．４重量％または少なくとも０．５重量％が、添加される。種々の
実施形態では、最高５％または最高６％までが使用される。ここで全ての割合はＶＣＩ重
量に基づく重量である。このため、種々の実施形態では、接着剤はＴｉ／Ｚｒカップリン
グ剤をＶＣＩ微粒子の０．１～６重量％、０．１～５重量％、０．５～６重量％または０
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．５～５重量％を含む。
【０１０９】
　配合では、Ｔｉ／Ｚｒカップリング剤は、ＶＣＩに関しての上述の重量比でＶＣＩ微粒
子とは別に接着剤に添加できる。代替的にまたは追加で、ＶＣＩパウダーは最初にカップ
リング剤に混合でき、「チタネート」または「ジルコネート」ＶＣＩと呼ばれる、接着剤
に添加される単一成分となる。このため、一実施形態では、ＶＣＩパウダーは、ＶＣＩパ
ウダーと接着剤とのより良い相溶性を提供するため、Ｔｉ／Ｚｒとともに化学特性で０．
５重量％から６重量％スプレーされる。チタン化されたＶＣＩパウダーは、下記の例では
ＶＣＩ（Ｔ）と呼ばれる。

タッキファイア
【０１１０】
　種々の実施形態では、接着剤組成物はタッキファイア（また、「粘着性付与剤」とも呼
ぶ。）を含む。ホットメルト接着剤にフィラーを添加するのに起因して、基礎接着剤はフ
ィラーを含む他のポリマーと同様、若干物性が失われる。例えば、ＶＣＩパウダーがホッ
トメルト接着剤に添加された場合、接着剤は「粘着力」を失う傾向にある。粘着力は、二
つの面を結合する「初期粘着性」と、積層体がそのライフサイクルの間何度も剥がれない
ようにする積層体の寿命のための特性の、両方の特性が積層のためには重要な性質である
。粘着性の損失を埋め合わせるための一つの解決策は、積層体に入れられる接着剤の量を
、無充填の接着剤で達成されるのと「同様の」結合強度に合わせることである。好適なタ
ッキファイアは、イーストマン・ケミカル社により提供される「レガルレズ１０１８」で
ある。
【０１１１】
　ＶＣＩ接着剤が二軸押出法により製造される場合、ＶＣＩ微粒子とカップリング剤を追
加する箇所より下流のスクリュー区域で粘着性付与樹脂を加えることができ、これが好ま
しい。種々の実施形態では、粘着性付与樹脂は、飽和炭化水素樹脂、水素化合成ポリテル
ペン、天然水素化テルペン等である。好適な粘着性付与樹脂は、例えば米国特許第５，２
０４，３９０号に記載されており、これによる開示はここで引用により援用される。更な
る好適例は、水素化脂肪族炭化水素樹脂、芳香族炭化水素樹脂および水素化誘導体を含む
。必要であれば、粘着性付与樹脂の二種以上の混合物も添加できる。他の好適な粘着性付
与樹脂は、炭化水素、（例えば、Ｃ５－Ｃ９）樹脂、ポリテルペン類、およびペンタエリ
スリトールやグリセロールのロジンエステル類を含む。種々の実施形態では、タッキファ
イアは、粘性を下げるのに、および／または湿潤を増すのに添加できる。
【０１１２】
　種々の実施形態では、接着剤組成物は、粘着性付与樹脂を接着剤組成物全重量に基づい
て約１重量％～約１５重量％、約５重量％～約１０重量％または約５重量％～約７重量％
含有する。特定の実施形態では、組成物を配合するのに使われるベース接着剤は、使用さ
れている入手可能な製品として、特定の割合の粘着性付与樹脂をすでに含んでいる。この
ような実施形態では、下流側の粘着性付与樹脂の添加は、対応する量によって低減される
。
【０１１３】
　粘着性付与樹脂は、接着剤への高すぎる混合度や混和性を避けるために、ＶＣＩ微粒子
の下流に添加されるのが好ましく、また相対的に短時間で相対的に低いせん断で添加され
るのが好ましい。タッキファイアが相対的に低い混合は、組成物内の粒子のカプセル化を
誘発しタッキファイアのシェルとしての作用を作ると考えられている。これは接着剤（積
層プロセスの下流で望まれる）の圧力感度を増大させる傾向にあり、同時に下流プロセス
で望まれる粘度を低下し、あるいは少なくとも許容し難い粘度の増強を避ける。一つの態
様では、本発明は、粘着性付与剤が添加される前の接着剤よりも低いメルトインデックス
または粘度の粘着性付与剤（タッキファイア）を有する接着剤により特徴付けられる。
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発泡剤
【０１１４】
　接着性組成物には、発泡剤を添加できる。連続するプロセスでは、発泡剤はＶＩＣ微粒
子およびカップリング剤を加える箇所の下流で添加されるのが好ましい。他の一つの方法
として、発泡剤は、積層または接着剤を塗布する間の連続プロセスで接着性組成物に添加
できる。
【０１１５】
　発泡剤は、この剤の特徴である、活性化温度に達すると気体分解生成物を生産する活性
成分を含む。種々の実施形態では、ここに記載されるいずれの段階でも配合中は活性化せ
ず、接着剤組成物を基盤に適用する積層後の温度で揮発性発泡剤を提供するため分解する
発泡剤を使用するのが好ましい。非限定的実施形態では、分解温度が１４０°Ｃ以上、例
えば１４０°Ｃから１５０°Ｃを有する発泡剤が選ばれる。好適な発泡剤は、１４０～１
５０°Ｃの分解温度を有するクロンプトン社により販売されているアゾジカルボンアミド
、「セロゲン（登録商標）」である。全ての段階で１４０°Ｃ以下の温度でここに記載さ
れる連続プロセスで配合することができ、後に続く積層プロセスで接着剤を作製するため
、その後１４０～１５０°Ｃの温度にさらされる。

微粒子球
【０１１６】
　ここに記載する調合された接着剤はさらに、微粒子球を含むことができる。種々の実施
形態では、微粒子球は小球状プラスチック粒子である。これらはガスを封入したポリマー
シェルでできている。ガスを内部に有するシェルが加熱されると、内部圧力が増加し、熱
可塑性シェルが軟化する。この結果として、微粒子球の体積が増加する。このため微粒子
球は、軽量フィラーとして、または発泡剤として使用できる。好適な微粒子球は、これら
を含む「エクスパンセル（登録商標）」が入手可能である。微粒子球の使用は、接着剤の
かさを増やし、より少ない量の接着剤でより多い領域をカバーするのを可能にする。この
結果、微粒子の使用は、接着剤を使用する積層体の最終的な重量を低減する。
【０１１７】
　具体的な実施形態では、ホットメルト接着剤組成物は、熱可塑性コポリマー接着剤、キ
ャリアとさらに気相腐食抑制剤を含むパウダー粒子およびチタネート官能基カップリング
剤および／またはジルコネート官能基カップリング剤を含む。組成物は、好ましくは全チ
タンおよびジルコニウムを元素基準で、約０．０１重量％～約０．５重量％含む。好まし
い実施形態では、不揮発性含有物を約９５重量％～約９９重量％有し、３０μｍ未満の平
均サイズを有する。コポリマー接着剤は、一以上の物理的または化学的特性が異なるブロ
ックを二以上有するマルチブロックコポリマーである。非限定的実施形態では、ブロック
は、重合性エチレンと、少なくとも共重合可能なモノマーを重合することにより作られる
。代表的な共重合可能なモノマーは、Ｃ３－２０およびＣ４－２０である。
【０１１８】
　一実施形態では、複数の段階におけるホットメルト接着剤組成物の製造方法が提供され
る。第１段階では、この方法は、第１のせん断率で混合（攪拌）しながら接着剤を溶融す
るために、ホットメルト接着剤を１２０°Ｃの第１の温度以上にする。この第１段階は、
後の段階における更なる処理のための適切な流動パラメータを有する溶融接着剤を提供す
る。この方法はさらに、第２段階において、第２のせん断率へのせん断の増加と、１２０
°Ｃ以下、好ましくは１００°Ｃ以下、より好ましくは９０°Ｃ以下への温度の低下を含
む。好ましくは、接着剤は、せん段率が第２段階においてより低い温度でも適切な低粘度
が維持できるような度合に粘度を低下できるように、せん断感応性である。第３段階では
、この製造方法は、１２０°Ｃ以下、好ましくは１０５°Ｃ以下、より好ましくは１００
°Ｃ以下および最も好ましくは９０°以下の温度を維持しながら適切なせん断を保ちつつ
、接着剤にパウダーを添加する。適切な流動性を提供するために充分なせん断が維持され
る。せん断された混合物は、接着剤内部のパウダーを分散させるのに十分な間この温度で
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混合される。有利には、適用されるせん断から妥当な混合および／またはフローが維持さ
れる間、混合温度は適度な低温度である。パウダーは、キャリアと気相腐食抑制剤を含む
。第３段階とそれに続く段階の温度は、組成物から気相腐食抑制剤が失われるかまたは揮
発する温度よりも低く、またチタネートまたはジルコネートカップリング剤が分解しまた
は効率を悪化させる温度よりも低いのが好ましい。この温度は１０５°Ｃ以下である。第
４段階では、この方法は任意でまた好ましくは、
分散したＶＣＩ微粒子を含む接着剤組成物に粘着性付与剤を添加する。第４段階の粘着性
付与剤の添加は、直列積層プロセスや他の使用における更なる適用で最高の粘着力を発現
させる接着剤へ最良の組合せのため、相対的に低いせん断で短時間適度な低温で行われる
。接着剤には、既に述べた如何なる段階においても、接着剤には、限定することのない例
で蛍光増白剤、着色剤および抗菌組成物などの接着剤の組成物の一以上の追加化合物を添
加することができる。
【０１１９】
　公知の方法よりも優れた他の点は、種々の実施形態におけるこの方法は、さらに第３段
階においてＶＣＩ粒子に沿って、有機チタネート組成物および有機ジルコネート組成物か
ら選択されるカップリング剤の添加を含むことである。また、有機チタネートと有機ジル
コネートの混合物も使用できる。種々の実施形態では、いわゆる「チタン化した」（また
は「ジルコネート化した」）ＶＣＩ微粒子が第３段階において接着剤に混合される前に事
前に、カップリング剤がＶＣＩ微粒子と組み合わされる。他の実施形態では、カップリン
グ剤は、接着剤にＶＣＩ微粒子とは別に与えられ、そしてＶＣＩと同じ領域またはＶＣＩ
添加物の上流または下流の領域で添加できる。有利には、第３段階の相対的に低い温度お
よび高せん断は、接着剤／ＶＣＩ混合物の効率的な混合または剥離を提供する。
【０１２０】
　この方法におけるこれらの利点は、プロセスの種々の段階における温度を制御すること
により提供される。例えば、第１段階では接着剤の融点よりも高い温度、例えば約１２５
°Ｃ～約１５０°Ｃの温度で操作するのが好ましい。第４段階では、粘着性付与剤や他の
任意の配合成分の化合を促進するのに十分な高い温度で操作するのと同時に、起こりうる
気相腐食抑制剤の揮発を回避するため、高すぎる温度で操作するのは好ましくない。好適
な実施形態では、この方法は、第４段階では約１２０°Ｃ～約１３０°Ｃの間で行われる
。
【０１２１】
　第３段階は、パウダーを接着剤に添加することを含み、これはパウダーを分散させるの
に適当なせん断を維持するためのものであり、接着剤の融点に対して低い温度で行われる
。好ましい実施形態では、第３段階のパウダーの混合における温度は、１００°Ｃ以下、
好ましくは９０°以下である。種々の実施形態では、パウダーを添加してパウダーを接着
剤に混合する第３段階の温度は８０°Ｃ以下である。理解すべきは、この温度が１００°
Ｃ以下または８０°Ｃ以下等である場合、この温度はまた許容できるメルトフローを達成
するのに適当な高さに維持される。このため、温度は、好ましくは５０°Ｃ以上、または
好ましくは少なくとも６０°Ｃ以上または少なくとも７０°以上に維持される。せん断を
増すことで流れは低温度に維持され、例えば二軸装置内で、擬塑性またはせん断感応接着
材は粘度が低減される。
【０１２２】
　ここに記載する連続するプロセスの種類は、押出装置で実行できる。押出装置内のスク
リューの動作は、押出機のバレルに沿った様々な領域または段階での配合と同時に、組成
物を混合して運搬する。単一スクリューの押出機が使用できるが、一般的には、二軸スク
リュー押出機のような、多軸スクリュー押出機が、接着剤の最も効率的な混合と配合を達
成するのに好ましい。共回転スクリュー（噛合であるとないと）が、このような化合のた
め一般的に使用されている。押出の一般的背景については、プラスチック工業会により出
版されたマイケル　エル．ベリンズ編第５版「プラスチック・エンジニアリング・ハンド
ブック」９１頁以下に注意が向けられる。
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【０１２３】
　特定の実施形態では、二軸スクリュー押出機などの押出機内で接着剤組成物を配合する
方法が提供される。一態様では、二軸スクリュー押出機内の連続プロセスの様々な段階を
実現すことが含まれる。この方法は、ホットメルト接着剤の溶融と溶融ホットメルト接着
剤の押出機のバレルへの導入を含む。ホットメルト接着剤は、好ましくは熱可塑性ブロッ
クコポリマーである。バレルへの導入後、メルトは９０°Ｃ以下に冷却され、同時に適切
なメルトフローを維持するのにバレル内でのせん断が増加される。９０°Ｃ以下の低温に
達すると、９０°Ｃ以下の温度でチタネートおよび／またはジルコネートカップリング剤
がメルトに添加される。また、９０°Ｃ以下の温度では、気相腐食抑制剤が粒子の形態で
メルトに添加される。代わりに、ＶＣＩ微粒子の第３段階への添加は、チタネートまたは
ジルコネートカップリング剤で予め被覆することになる。ホットメルト接着剤、気相腐食
抑制剤およびチタネートおよび／またはジルコネートカップリング剤は９０°Ｃ以下の温
度で、ホットメルト接着剤内部で粒子が分散するまで混合される（種々の実施形態では、
８０°Ｃ以下である。）。粒子状の気相腐食抑制剤は、好ましくは、非限定例では、キャ
リアとアミン腐食抑制剤を含むパウダー状で提供される。
【０１２４】
　上述の通り、カップリング剤、接着剤および粒子状気相腐食抑制剤の混合中は温度を９
０°Ｃ以下に維持するのが望ましい。代表的な実施形態では、温度は約５０°Ｃ～８０°
Ｃの温度に維持される。このため、種々の実施形態では、この方法は、チタネートまたは
ジルコネートカップリング剤の５０°Ｃ～８０°Ｃの温度でのメルトへの添加と、接着剤
、気相腐食抑制剤およびカップリング剤の５０°Ｃ～８０°Ｃの温度での混合を含む。
【０１２５】
　接着剤の溶融は、１２０°Ｃ～１６０°Ｃの温度で行うのが好ましい。
【０１２６】
　カップリング剤の存在下で、低温での粒子状気相腐食抑制剤の混合および分散を行った
後、必要な場合には更なる成分を添加するために温度を上げることができる。非限定的な
例では、ホットメルト接着剤内で粒子が分散した後、プロセスは８０°Ｃ～１３０°Ｃの
温度でのせん断の提供と他の成分の添加を続けるのを含む。更なる成分の非限定的な例は
、粘着性付与剤、着色剤および抗菌組成物を含む。
【０１２７】
　プロセス中、チタニウムおよびジルコニウムの総容量を元素の、０．０５重量％～５重
量％または０．１重量％～５重量％を提供するレベルで、カップリング剤を添加するのが
好ましい。
【０１２８】
　カップリング剤と気相腐食抑制剤（ＶＣＩ）粒子は、スクリュー押出機に別個に添加す
るか一度に添加することができる。したがって、一実施形態では、ＶＣＩとカップリング
剤は別個に添加される。他の実施形態では、カップリング剤とＶＣＩは、押出機に一緒に
添加される。具体的な実施形態では、ＶＣＩとカップリング剤は、最初に別の段階で組み
合わされ、好ましくは９０°Ｃ以下の温度で、この混合物がその後押出機内のメルトに添
加される。カップリング剤とＶＣＩ粒子を組み合わせることで、有機チタネートまたは有
機ジルコネートカップリング剤が実質的にＶＣＩ粒子状の表面に配置される。有利には、
ここで記載の押出機プロセスと他のプロセスは、接着剤内の粒子の効率的な分散を提供す
るためのＶＣＩパウダー粒子の低温での混合または剥離を含み、同時に粒子の質の低下お
よび／または組成物からのアミン腐食抑制剤の早発揮発に導く高温の回避を含む。
【０１２９】
　押出機内で連続プロセスが実施されると、押出分野での公知の技術により、第１、第２
、第３および第４段階での各押出領域の温度およびせん断条件が達成されそして制御され
る。例えば、温度は、従来の手法において押出機の長さに沿って配置されたヒートジャケ
ットによって制御できる。各段階でのせん断条件と混合量および比率は、適切なスクリュ
ー設計と押出機の種々の領域の作動条件を選択することで達成できる。せん断は、ピッチ
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、高さおよびピークからピークへの距離を含むスクリューネジの設計で決めることができ
る。また、速度や逆回転（二軸スクリュー押出機）等のスクリュー・パラメータを選択す
ることにより得ることができる。混合とせん断の度合いは、スクリュー設計と作動パラメ
ータの作用である。各段階の混合時間は、これらスクリュー速度、スクリューの設計およ
び各ステップまたは段階が行われる押出機の長さ等のパラメータにより決定される。各段
階での相対的な混合および保持時間は、前述のスクリュー設計と作動条件が実施されるバ
レル長さ（押出機の種々の領域に対応する）で一部が決定される。押出機技術の更なる記
載は、「ポリマーの混合と配合」著者マナス・ズロクゾワ－（カール・ハンサー・べーラ
グ編１９９４年）や「プラスチックのための機能的フィラー」著者シャントス、（ウィレ
ー編２００５年）等の学術論文において提供されており、これらの開示は背景情報として
有用であり、ここで引用により援用される。
【０１３０】
　必要に応じて、接着剤にＶＣＩとカップリング剤が添加された後に行われる第４段階で
粘着性付与剤を添加することが好ましい。押出機内でこのプロセスが実行されると、押出
機の第３段階の「下流」で第４段階が実施される。このため粘着性付与剤が添加されると
、他の段階の幾つかと比較して相対的に低いせん断と混合と共に添加されるのが好ましい
。低量の混合を達成する一つの方法は、他の段階よりも相対的に短いバレルの長さにおけ
る段階で行うことである。非限定的な例では、低混合で粘着性付与剤を添加する第４段階
は、押出機の出口の少し前の押出バレルの端部で行われる。第４段階の混合長さは、混合
が始まるバレルの長さにより決まる。説明すると、全バレル長さの５％から２５％までの
長さを有する領域で第４段階における混合が行われる。これは比較的短い混合時間を提供
し、粘着性付与剤から最高の粘着力を発現させるのに好ましい。さらに、第４段階におけ
るせん断条件は、他の幾つかの段階よりも緩和されている。第４段階でのせん断の量（ス
クリューパラメータにより決まる）および滞留時間（バレルの長さにより決まる）は、粘
着性付与剤の最適な取り込みを達成するのに変化できる。
【０１３１】
　種々の実施形態では、有利な効果は、ここで記載されたように使用される接着剤の利点
を通じて達成される。接着剤は、接着性添加剤送出システム（ＡＡＤ）の一部である。Ａ
ＡＤシステムは、ここで記載のごとく気相腐食抑制剤（ＶＣＩ）を含む。接着剤の更なる
態様について記載する。
５．フィルム
【０１３２】
積層体は、上記で説明した不織布に加えて、収縮伸張フィルムをもつ。フィルムは、不織
布と結合して保護スペースまたは対象物内から外部大気への水蒸気を搬送するための積層
構造を提供する。適切なフィルムは、１日に一平方メートルあたり３０グラム以上の水蒸
気透過率と、収縮や伸張して包装する保護を提供するのに充分な強さを含む。
【０１３３】
　フィルムは、意図する適用のため適切な厚みで製造される。様々な適用のためには、フ
ィルムは約１ミル～１２ミリの厚みを有する。実際、積層体の強さの大半はフィルムから
であり、フィルムの強さは厚みに関連している。収縮フィルムの好ましい範囲は２～１０
ミルまたは３～９ミルであり、伸ばして適用するには、必要な場合には簡単に手で伸ばす
ことができるよう厚みが薄い方が望ましい。非限定的な例では、伸ばして適用する積層体
は、１～３ミルの厚みまたは約１．５ミルの厚みである。
【０１３４】
　フィルムは単一層とすることができるが、種々の実施形態では、フィルムは少なくとも
独立した３層をもつ。好ましい実施形態では、各層は、エチレンコポリマーまたはホモポ
リマーで形成される。収縮適用のためには、フィルムは後の収縮弾性を有する低弾性・ア
モルファス・フィルムであることを特徴とする。好適なアモルファス・フィルムは、５０
％未満の結晶度であることを特徴とし、結晶度は、従来の方法である密度測定法によって
測定される。種々の実施形態では、アモルファス・フィルムは、４０％、３０％、２０％
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および１０％未満の結晶度であることを特徴とする。フィルムとファブリックは接合面で
合わされ、好ましくは接合面において不連続的な結合を提供するために接着剤結合される
。フィルムの中間層（または単一層フィルムの底面）は、ファブリックへの接着性を高め
るのにコロナ処理することができる。
【０１３５】
　フィルムの層は、ここで記載の積層体のファブリックと結合される場合、毛細管作用で
水分が運ばれ、ファブリックの親水性はフィルムの第１層に引き寄せられ（第１層は、接
合面に最も近く、隣接している層と定義される）、包装用材料から水蒸気が脱出するまで
、フィルムの第２、第３層へ連続的に吸い込まれる（フィルムの「第２」、「第３」層と
は、「第１層」の接合面からの順番であり；第２層は第１層の近傍をいい、第３層は第２
層の近傍などをいう）。フィルム構造は、保護される対象物からフィルムを通じて取り囲
む状況への水蒸気の「一方通行」を提供する。一つの実装態様では、フィルムの層は中間
層からの距離が増すにつれて親水性が増す。
【０１３６】
　フィルムを通る水蒸気の「一方通行」通路は、フィルムを通る水蒸気透過率が他の方向
での割合よりも高い場合に表される。代替的にまたは追加して、フィルム層の相対的親水
性（すなわち、接合層から外部スキン層への親水性の増加）は、各表面の水の付着や水滴
の保留の接触角度等従来の親水性測定により表示される。より高い親水性は、より低い接
触角度として測定される。
【０１３７】
　多層フィルムの好ましい構造はＡ－Ｂ－Ｃであり、フィルムＡ層は接合面でファブリッ
クに接触し（Ａは「第１の層」であり）、またＣ層は大気に露出している（Ｃは「スキン
層」である）。個々の層の親水性は、Ｃ＞Ｂ＞Ａの順である。好適な実施形態では、Ａ、
ＢおよびＣ層（また存在する場合には他の層）は、大部分がポリエチレンまたは大部分が
エチレンサブユニットのエチレンコポリマーからできている。
【０１３８】
　フィルム層は、好ましくは炭酸カルシウム（ＣａＣＯ３）と二酸化チタン（ＴｉＯ２）
等の粒子状フィラーを含む。充填ポリエチレンフィルムの物性を高めるため、粒子状フィ
ラーが架橋剤手段によりポリエチレンに複合化される。好ましい架橋剤は、上記に説明し
た接着剤に使用されるごときチタネートカップリング剤である。
【０１３９】
　ポリエチレンフィルムは、相対的に低い水蒸気透過率を有し、また本質的に親水性であ
る。炭酸カルシウムおよび／または親水性チタネートによる二酸化チタンを改質して得た
親水性フィラーの添加は、親水性を若干増加させるものの、大部分の適用積層体において
は、適切なパフォーマンスのためにより多くの親水性が要求される。
【０１４０】
　このため、ポリエチレンフィルムはまた、ポリエチレンマトリックスに複合化される場
合、フィルムの水蒸気透過性を増加させる「イオノマー」と呼ばれる組成物を含む。化学
的には、イオノマーは、少なくとも部分的にカリウムまたはナトリウムで中和されたカル
ボン酸を含む重合体物質である。中和されたエチレン／アクリルポリマーを含む例はまた
、中和されたカルボン酸を含む。イオノマー中の中和されたカルボン酸基は、フィルム自
体は多孔性ではないものの、フィルムを通る通路に貢献する。
【０１４１】
　前述のように、カップリング剤（例えば、チタネート、ジルコネート、シラン）は粒子
状フィラーの一部と、ポリエチレンマトリックスおよび高分子イオノマーの基幹の両者に
添加される。
【０１４２】
　このように、フィルムの各層は二以上の「複合化」ポリマーである。好ましい実施形態
では、フィルム層内での複合化は、フィルムが示差走査温度測定（ＤＳＣ）等のテストに
おける温度上昇にさらされ、単独の熱力学的に計測された吸熱量の存在により立証される
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。これについて、複合物は、二つのポリマーを共に持つ化合物である、ポリマーの混合物
と考えられている。種々の実施形態では、チタネートはこのカップリング作用を行う。
【０１４３】
　イオノマー、フィラーおよびポリエチレンを結合するのに使用するチタネートは、特に
親水性チタネートであることが利点であり革新的なことである。チタネートカップリング
剤はまた、結果物としてのフィルムの親水性に貢献する。親水性チタネートの二つの例と
して、ケンリッチ・ペトロ・ケミカルズ社のＬＩＣＡ３８ＪとＮＺ３８Ｊが入手可能であ
る。
【０１４４】
　好ましい実施形態では、積層体のフィルムは、収縮して包装した場合に充分な強度を有
し、また断裂や穿刺等に耐え得る。通常は、イオノマーフィルムは、収縮伸張や包装用途
等の屋外での使用には脆弱過ぎる。しかしながら、このフィルム適用は、少なくとも二つ
の異なる方法で強化される。
【０１４５】
　始めに、カップリング剤が粒子状フィラーをフィルムの高分子化合物に結合して強度を
増加する。そして、フィルムは好ましくは、フィルムの更なる強度とフィルム層間の積層
強度を増加するために、架橋剤を含む。好適な架橋剤は、エポキシ基を含むポリマーであ
る。一例としては、「エラヴァロイ（登録商標）」という材料が架橋剤である。この実施
形態で使用される「エラヴァロイ（登録商標）」は、エチレンのコポリマーとグリシジル
メタクリレートである。「エラヴァロイ（登録商標）」は架橋を提供し、チタネートカッ
プリングと共にフィルムに強度を加える。
【０１４６】
　フィルム層の間の親水性の差は多くの異なる方法で達成できる。例えば、各層の高蒸気
透過樹脂の量は多様なものとすることができ、樹脂の高レベルと等しい他の全ては、高親
水性を有する層に相当する。個々の層の厚さは多様にでき、薄い層と同じすべてのものは
、より高い水蒸気透過率を持つ。層内の親水性／疎水性の添加剤（チタネート等の親水性
カップリング剤を処理することで作製される親水性フィラー等）の量は、個々の層やフィ
ルム全体の透過性を異なるものとすることができる。
【０１４７】
　これらのように、第１の側が第２の側よりも低い親水性を有するフィルムが提供される
。フィルムの二つの側の親水性の差は、フィルムの反対側の接触角度を試験することによ
り観察でき；親水性の大きい側は低い接触角度を呈する。フィルムを通過する蒸気の好ま
しい方向も、両方向でフィルムや積層体を通過する水蒸気透過率の測定と；速度が「内部
から外部」方向でより高いことを観察（図７ａ参照）することから試験できる。
【０１４８】
　フィルムはさらに、水の除去に資する。凝集した水は、保護される表面から吸上られ押
しやられ、ファブリック、接着剤およびフィルムの接合層に達した後に、厚いフィルムを
通じて最終的には蒸発する。種々の実施形態では、フィルム層は、不織布および／または
接着剤組成物に使用されているものと同じポリマーで作製されるのが好ましい。好適な実
施形態では、フィルム層は、大部分がＬＤＰＥ，ＬＬＤＰＥ，ＥＭＡ（無水マレイン酸グ
ラフテッドエチレンコポリマー）、ＥＶＡ（エチレンビニルアルコールコポリマー）およ
びイオノマー等のエチレンホモポリマーやコポリマーで作られ、ここでホモポリマーおよ
びコポリマーは、好ましくはフィルム層のマトリックスを形成する。この構造で使用され
るエチレンポリマーおよびコポリマーは、産業界における任意の周知の方法：チーグラー
－ナッタ結晶重合、メタロセン触媒重合、バーシポール（登録商標）触媒重合および遊離
基重合により作製できる。フィルム構造は、通常、改善された紫外線の遮断のため着色さ
れ、加工や外部での長期使用のため、充分な一次および二次酸化防止剤と、紫外線安定剤
をもつ。多くの場合、ＣａＣＯ３等のフィラーが、追加添加剤（チタネート、ジルコネー
ト）を運ぶのに使用され、および／または構造性の改良のために添加される。上記の全て
の着色料、添加剤、安定剤およびフィラーを混合するマスターバッチは、これらの化学剤
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をポリマー全体に均一に分散させるのに役立つ。
【０１４９】
　直鎖ポリエチレンは、ブチレン、ヘキセンまたはオクテン等のα－オレフィンとエチレ
ンを共重合して密度を低減し、改良された強靱性や耐衝撃性、穿刺抵抗、密封性や冷寒特
性を提供するのに使用できる超低密度ポリエチレン（ＵＬＤＰＥ）または低密度ポリエチ
レン（ＶＬＤＰＥ）を作製することにより製造できる。伸張フィルムとしてのＬＬＤＰＥ
の使用は、ここで開示を援用する米国特許第５，６１７，７０７号と同様な特許により確
立されている。ＵＬＤＰＥおよびＶＬＤＰＥは市販品が入手可能である。幾つかのエチレ
ンコポリマーは酸の改質が可能である。非限定的な例は、エクソン・モービル社のＥＸＣ
ＥＥＤ（登録商標）（ｍＶＬＤＰＥ）、ダウケミカルカンパニー社のＡＴＴＡＮＥ（登録
商標）（ＵＬＤＰＥ）ファミリー、およびプレクサー（登録商標）社の無水改質ＬＬＤＰ
Ｅ　ＰＸ３０８４を含む。文脈における指図がない限り、用語「ＬＬＤＰＥ」は、エチレ
ンポリマーファミリーの種々を含み、ＵＬＤＰＥ、ＶＬＤＰＥおよびｍＶＬＤＰＥに限定
されない。ＨＤＰＥもフィルム形成に使用できるが、少量でのみ使用すべきであり、さも
なければフィルムの大きすぎる結晶度をもたらしてしまい、またフィルムの水蒸気透過率
を低めてしまう。
【０１５０】
　ＬＬＤＰＥから作られるマトリックス樹脂は、全フィルム層のポリマー全体の好ましく
は５０～９５重量％、より好ましくは５５～９０重量％、最も好ましくは６０～８５重量
％である。このように、フィルムの全体のマトリックスポリマーはエチレンポリマーであ
る。
【０１５１】
　種々の実施形態では、上述のＬＬＤＰＥ組成物に対して、フィルムの外部スキン層は５
～４５重量％、より好ましくは１０～４０重量％、最も好ましくは１５～３５重量％を用
いることができる。
【０１５２】
　ＬＬＤＰＥは全体のフィルム構造のマトリックス樹脂であることが望ましく、また、マ
スターバッチにより供給される親水性チタネートを添加することで、親水性が提供される
ことが望ましい。このように，通常は非常に低い水蒸気透過率を有するＬＬＤＰＥは、（
ＣａＣＯ３）のようなフィラーと結合することにより、全体の水透過率を高めるのにも役
立つとともに物性を向上させる。

６．イオノマー
【０１５３】
　前述のように、フィルム層は、層を水蒸気に対して透過性とするために、通常はフィル
ム層をより親水性にするイオノマーを含有する。
【０１５４】
　一態様では、イオノマーは、金属カチオンの中和酸性塩の対を凝縮することにより作製
されるイオンドメインを含む。酸基はポリマー鎖に付着しているため、イオンドメインは
、固体状の架橋部位として作用し、このため多様なイオノマーの顕著な性質を提供する。
このようなイオノマーを含むフィルムはＰＥ－結晶領域、アモルファス領域、および架橋
イオンドメインをもつ。
【０１５５】
　一実施形態では、イオノマーは、カルボキシレート基を含むポリマーのアルカリ金属塩
である。カルボキシレート基の適切な割合は、最も一般的なアルカリ金属、ナトリウムお
よび／またはカリウムで中和される（例示的な方法で、３０％以上、４０％以上、５０％
以上、６０％以上、７０％以上、８０％以上、９０％以上、１００％迄、または事実上１
００％中和される）。種々の実施形態では、カルボキシレート基の１０～９０％以上また
は４０～７５％が、名目上中和される。
【０１５６】



(34) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

　好適なポリマーは、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸無水物または他のα、β－
不飽和カルボキシルモノマー類およびコモノマー類の重合に基づくポリマーを含む。コモ
ノマー類は、オレフィン類（例えば、エチレン、プロピレン）、（メタ）アクリレートエ
ステル類、アクリロニトリル、スチレンなどを含む。非限定的なポリマーの例は、ＥＡＡ
（エチレンアクリル酸コポリマー）およびＥＭＡＡ（エチレン－メタクリル酸コポリマー
）を含む。
【０１５７】
　脂肪酸塩改質イオノマー（ＦＡＭＩ）と呼ばれるものは、フィルム層内部のポリエチレ
ンとの組合せが、幾つかの例では好ましい。これらの、デュポン社による「プラスチック
フィルムおよびシートジャーナル：新たなガス透過性を有する新しいイオノマーの開発」
に例として記載されている。カリウムが対イオンの場合、イオノマーはＦＡＭＩ－Ｋと見
なされる。ＦＡＭＩ－Ｋイオノマーは、ポリマーと混合するとポリマーに対する高水分透
過性に寄与する。この高水蒸気透過性は、親水性カルボン酸カリウムと水分子間の好まし
い相互作用の結果である。
【０１５８】
　ＦＡＭＩの対イオンが、ナトリウム（Ｎａ）の場合、イオノマーはＦＡＭＩ－Ｎａとし
て把握される。中和されるカチオンの少なくとも５０％がナトリウムの場合、水蒸気透過
性は、大気中での相対湿度の要素となる。ポリマー混合物は、相対湿度（ＲＨ）割合が約
５０％未満の場合、水バリアとして作用し、約５０％より多いまたは６０％より多いの場
合、ＲＨは通気性ポリマーとして作用する。
【０１５９】
　種々の適合イオノマーのより詳細な記載は、ここで引用により援用する米国特許公開第
２００７／０２８７０１９Ａ１号および同第２００７／０２８３６５２Ａ１号に示されて
いる。
【０１６０】
　種々の実施形態では、未改質イオノマーは、通常アルカリ金属、より一般的にはナトリ
ウムおよび／またはカリウムで中和された一以上のＥ／Ｘ／Ｙコポリマーを含む。
【０１６１】
　脂肪酸改質イオノマーは、一以上のＥ／Ｘ／Ｙコポリマーと、一以上の有機酸またはこ
れらの塩を、アルカリ金属で改質または中和されたカルボキシレート基の留分とともに含
む。
【０１６２】
　Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーは、Ｅはエチレン由来、Ｘは少なくとも一つのＣ３～Ｃ８α，β
－エチレン性不飽和カルボン酸由来、そしてＹは、Ｅ／Ｘ／ＹコポリマーのＹは軟化コモ
ノマーまたはイオノマーである。Ｘは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの約２～約３５重量％、４
～２５重量％または５～２０重量％であり、Ｙは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～約３５重
量％、約０．１～約３５重量％、または５～３０重量％である。
【０１６３】
　Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーは、酸コポリマーまたは「直接」酸コポリマーである。これらは
、Ｃ３～Ｃ８α，β－エチレン性不飽和カルボキシ酸由来の少なくとも一つのモノマーと
共重合されたエチレン等のα－オレフィンを含む。酸コポリマーは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマ
ーとして記載でき、ここでＥはエチレンで、Ｘは少なくとも一つのα，β－エチレン性不
飽和カルボキシ酸由来、Ｙは軟化コモノマーである。「軟化」とは、結晶性が破壊される
ことを意味する（ポリマーは低結晶である）。注目すべきは、Ｙがポリマーの０重量％で
あるＥ／Ｘ／Ｙコポリマーである。これは任意で第三の軟化コモノマーを含むことができ
る。
【０１６４】
　Ｘの例は、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸等の不飽和酸；お
よび、例えばメチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピルおよびｎ－ブチルアルコール
等のＣ１～Ｃ４アルコール類のエステル類を含むフマル酸およびマレイン酸（マレイン酸
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半エステル）のモノエステルを含む。
【０１６５】
　Ｙとして使用される軟化コモノマーの例は、アクリル酸アルキル、メタクリル酸アルキ
ル、またはこれらの組合せを含み、ここでアルキル基は１～８または１～４の炭素原子を
もつ。
　高酸性（Ｘ）のエチレン酸コポリマーは、米国特許第５，０２３，６７４号に開示され
ている「共溶剤技術」の使用分野における当業者に知られている任意の方法、または低酸
性レベルのコポリマーを製造できるより高い圧力を採用することにより製造できる。
【０１６６】
　具体的な酸性コポリマーは、エチレン／（メタ）アクリル酸コポリマーを含む。これら
はまた、エチレン／（メタ）アクリル酸／ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、エチレン／
（メタ）アクリル酸／イソ－ブチル（メタ）アクリレート、エチレン／（メタ）アクリル
酸／メチル（メタ）アクリレート、エチレン（メタ）アクリル酸／エチル（メタ）アクリ
レートターポリマー、またはこれらの二以上の組合せを含む。他の酸性コポリマーは、エ
チレン／マレイン酸およびエチレン／マレイン酸モノエステルジポリマー；およびエチレ
ン／マレイン酸モノエステル／ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、エチレン／マレイン酸
モノエステル／メチル（メタ）アクリレート、エチレン／マレイン酸モノエステル／エチ
ル（メタ）アクリレートターポリマーまたはこれらの二以上の組合せを含む。
【０１６７】
　未改質イオノマーは、酸性改質イオノマーを準備するため、有機酸またはこれらの塩と
混合することができる。あるいは、Ｘ／Ｙ／Ｚポリマーと有機酸は、組合せおよび改質で
き、またはアルカリ金属で中和できる。好適なイオノマーは、ＦＡＭＩ－ＮａおよびＦＡ
ＭＩ－Ｋと命名されるこれらを含む。
【０１６８】
　有機酸は、３６未満の炭素原子をもつ一塩基性、二塩基性または多塩基性のカルボン酸
またはこれらの塩とすることができ、約１～約５０重量％の組成物内に存在することがで
きる。この酸は、Ｃ１－Ｃ８アルキル基、ＯＨおよびＯＲ１からなる基から独立して選ば
れる１～３の置換基に任意に置き換えることがき、ここで各Ｒ１は個々のＣ１－Ｃ８アル
キル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシアルキルまたはＣＯＲ２；および各Ｒ２は、個々のＨまたは
Ｃ１－Ｃ８アルキルである。
【０１６９】
　種々の実施形態では、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーと有機酸内の酸性基の７０％以上、８０％
以上、９０％あるいは１００％さえ、金属イオンで名目上は中和される。金属がカリウム
の場合、結果物のフィルムは、フィルムが曝される相対湿度には依存しない高い水蒸気透
過性を有する。対イオンがナトリウム（または少なくともナトリウムイオンが５０モル％
）の場合、湿潤透過率（および水蒸気透過率）は、環境相対湿度の顕著な作用である。相
対湿度が５０％より高く上昇した場合、いわゆるＦＡＭＩ－Ｎａは湿潤透過性が徐々に増
加し、高水分伝達物となる。種々の実施形態では、ＦＡＭＩ－Ｎａは約５０％ＲＨ未満の
貧弱な水蒸気透過率であるが、顕著な蒸気伝達物は約６０％ＲＨより高い。
【０１７０】
　上記刊行物で記載されたイオノマーの適用とは対照的に、ここで記載される積層体のフ
ィルムは重いゲージであり、より高い抗張力（例えば、５，０００ｐｓｉ）と引裂強度（
例えば、約３，０００ｇ超）が要求される。さらに、積層体のフィルムは、四年以上に至
るまでの屋外暴露の耐性が可能なように、通常は、より高い紫外線安定性を要求する。
【０１７１】
　種々の実施形態では、積層体と特にフィルムは、各層で個別的にまたは同じ層で共に、
の何れでもＦＡＭＩ－ＮａとＦＡＭＩ－Ｋイオノマー技術を一体化できる。スキン層で使
用できるか、または３層以上の共押出フィルムの場合には、スキン層近傍の層で使用でき
る。イオノマーの合体は、収縮性に寄与し、特に所望の２：１（ＭＤ／ＣＤ）収縮率を提
供できる。ＦＡＭＩ－ＮａとＦＡＭＩ－Ｋイオノマー、またはこれらの混合物は、好まし
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くは、非スキン層におけるポリマーの、好ましくは５～４５重量％、１０～４０重量％ま
たは１５～４５重量％で作製される。
【０１７２】
　スキン層上またはスキン層近傍（もし共押出が３層以上の場合）の上では、Ｋ－イオノ
マーは、層の５～９０重量％、１０～８０重量％または１５～７０重量％とすることがで
きる。
【０１７３】
　水分透過性、収縮および／または２％セカントモジュラスの微調整が要求される幾つか
の場合、ＦＡＭＩ－ＮａとＦＡＭＩ－Ｋイオノマーの何れかは、ＥＶＡやＥＭＡのような
酸改質されたコポリマー類を含むＬＤＰＥまたはＬＤＰＥコポリマーと代替または混合で
きる。
【０１７４】
　特定の実施形態では、３以上の独立した層を含むフィルムが提供され、これらの各層は
脂肪酸改質イオノマーを含む。脂肪酸改質イオノマーがナトリウムイオンで一部が中和さ
れた場合ＦＡＭＩ－Ｎａと呼ばれ；中和カチオンがカリウムの場合イオノマーは、ＦＡＭ
Ｉ－Ｋと呼ばれる。幾つかの実施形態では、個々のフィルム層は、個々のフィルム層内で
のイオノマーとして、ＦＡＭＩ－ＫまたはＦＡＭＩ－Ｎａ、あるいは両者の組合せを含む
。これについて、ＦＡＭＩ－Ｎａは高性能蒸気バリアイオノマーと考えられ、湿度反応性
の蒸気透過性を提供する。一方、ＦＡＭＩ－Ｋイオノマーは、相対的湿度条件とは相対的
に独立した高水分透過性を提供する。共押出フィルムの何れの層においても湿度反応性イ
オノマーを使用するのが好ましく、同時に高水分透過性ＦＡＭＩ－Ｋ種のイオノマーは、
共押出フィルムの中間層にのみ使用するのが好ましい。
【０１７５】
　例示的な実施形態では、第１層が内部で２０～３０％の高性能蒸気バリアイオノマー（
ＦＡＭＩ－Ｎａ）を含む３層のフィルムが提供される。中間フィルム層は、約３０重量％
の高水分透過性イオノマー（ＦＡＭＩ－Ｋ）を含み、第３層は約４０重量％の高性能蒸気
バリアイオノマーを含む。これは、共押出フィルムの中間層における高水分透過性イオノ
マーの使用を示す。
【０１７６】
　代替的に、共押出フィルムの３つの層は、それぞれが高性能蒸気バリアイオノマーを含
むことができるが、フィルムの接合層から外部層へレベルが増加する。一実施形態では、
内部層はイオノマーを３０重量％、中間層はイオノマーを４０重量％、そして外部層はイ
オノマーを５０重量％含む。他の例示的実施形態では、内部層はイオノマーを２０重量％
、中間層はイオノマーを３０重量％、そして外部層はイオノマーを４０重量％含む。
【０１７７】
　三層フィルムの特定の実施形態では、個々の層はほぼ同じ厚みを有しており、フィルム
のため約１～１２ミルの好ましい厚みで積み上げられる。他の実施形態では、接合層と外
部スキン層は、内部または中間層よりも薄い。非限定的な例では、外部層は、フィルムの
厚みのそれぞれ１０～３０％で作製され、同時に中間層は４０～８０％の厚みで作製され
る。幾つかの実施形態では、内部層は着色されず、親水性を持たせるため外部層は、チタ
ネート、ジルコネートまたはシランカップリング剤で処理された着色粒子（例えばＴｉＯ

２）を含むため、外部層はより親水性を有する。
【０１７８】
　多層フィルムは、マルチヘッド押出装置から三つ以上の組成物を共押出することで作製
できる。押出装置の各スクリューには、多様な重量測定供給装置が提供される。一つの例
では、四つの異なる重量測定供給装置が、共押出装置の各スクリューを提供する。第１フ
ィードはイオノマーを含む。第２フィードは、例えばＬＬＤＰＥのマトリックスポリマー
を含む。第３フィーダーはマスターバッチを添加する。マスターバッチは、キャリア樹脂
および他の任意の含有成分と共に、フィラー、色素、紫外線パッケージ等の多様な他の含
有物を含む。マスターバッチ内の任意の含有成分は、エポキシ官能ポリマーと、ここに記



(37) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

載の無水マレイン酸グラフトポリマーを含む。フィラー粒子は、炭酸カルシウム、二酸化
チタンまたは他の適当なフィラーとすることができる。幾つかの実施形態では、フィラー
粒子は、マスターバッチに添加される前に、親水性チタネート、ジルコネートまたはシラ
ンカップリング剤で被覆される。マスターバッチのキャリア樹脂は、より高いメルトイン
デックスのＬＬＤＰとすることができ、あるいは、もし充分に高いメルトインデックスを
もつ場合には、エポキシ官能ポリマーから構成されることができる。第４の重量測定供給
装置は、他のマスターバッチを提供することができ、あるいは好適な実施形態においては
、エポキシ官能ポリマーを別個に株として与えることができる。
【０１７９】
　同時に第１および第２フィーダーは、フィルム組成物の少なくとも８０重量％、好まし
くは９０重量％を作る材料を提供する。
【０１８０】
　一実施形態では、フィルムの層は、公知のブローフィルム工程で共押出される。溶融フ
ィルム層は、円形金型から浮かび上がり、空気圧により直ちに膨脹する。気泡の外部に外
部空気が吹き付けられて、膨張率を制御する。下流では、ニップロールは膨脹した管を喰
切り、同時に管はカッターにより管を二つのシートに切り離されて巻き上げロール上に持
ち上げられる。この工程により、フィルムは、機械方向（ＭＤ）および横方向（ＴＤ）に
同時に引き延ばすことができる。
【０１８１】
　他の実施形態では、多層フィルムは、注入型内で幅出しすることにより引き延ばされる
。多層フィルムは、フィルム型から急冷ロール上を通過する。再加熱後、フィルムは、機
械方向にフィルムを引っ張るニップロールを通る。その後フィルムは、伸ばされたフィル
ムが巻き上げロールに持ち上げられる前に、フィルムを横方向に引き延ばす幅出し工程を
通過する。
【０１８２】
　しかしながら、準備され引き延ばされた多層フィルムは、良好な積層強度と耐層間剥離
性を有する。積層強度は、フィルム層内で一部に存在するエポキシおよび／または無水マ
レイン酸官能ポリマー性化合物によるものと考えられている。

７．接着剤、フィラーおよびカップリング剤
【０１８３】
　フィルム層はまた、フィラーを含むことができる。フィラーは多数の多層複合構造であ
り；これらは通常ポリマー性マトリックス内で小分散層を形成する。これらは一般的に、
コストの低減および／または加えられる機械的性質のために使用される。
【０１８４】
　フィルム内のフィラーは、マイカ薄片、ナノ－クレイ、ナノ－チューブ、タルク、ウォ
ラストナイト、発泡剤、微粒子、分子篩およびＣａＣＯ３による制限をなしとすることが
できる。種々の実施形態では、フィルム層は着色される。好適な顔料は、フィルム組成物
内でフィラーとしても作用する二酸化チタンのような無機顔料を含む。種々の実施形態で
は、フィラーは、フィルム全体構造の０～４５重量％、１０～４０重量％または１５～３
５重量％を作製する。
【０１８５】
　分子篩は、気体や液体の吸着材として使用される、精密で均一なサイズの細孔を有する
材料である。分子篩の非限定的な例は、クレイ、多孔質ガラス、ゼオライト、活性炭およ
びアルミノケイ酸鉱物を含む。細孔のサイズは、どの分子が通れ、どの分子が通れないか
を決める。水蒸気を運ぶには、約３Å～４Åの細孔のサイズが好ましい。種々の実施形態
では、分子篩は、多層フィルムの個別の層に異なる流送量で組み込まれ、積層製品の外部
への方向流量、すなわちファブリックとの接合面からの離間、を作り出す
【０１８６】
　炭酸カルシウムは、剛性を高め、耐衝撃性付与および引裂強度を付与する。ＣａＣＯ３
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などのフィラーはまた、「ヒート・シンク」として機能する。これらの添加物は、作り出
される組成物の具体的な熱を低減し、続く収縮工程における熱発生の低減を可能にし、内
部の不織布と表面の両者を余分な熱による損傷から保護する。
【０１８７】
　フィルム構造に追加された炭酸カルシウムのようなフィラーが、カップリング剤により
予め被覆された、または改質されていることが好ましい。好適なシラン、チタネート、お
よびジルコネートカップリング剤は、本明細書の接着剤の説明において開示されている。
シランおよびチタネートなどのカップリング剤は、フィラーとポリマーの相溶性や混和性
を高める。これらはまた、ポリマーマトリックス内でのフィラーの高流送量のために生じ
る、あるいは蒸気透過性を増加するために添加されるイオノマーの存在のために生じる、
物性の損失を妨げようとする。
【０１８８】
　チタネートまたはジルコネートが使用される場合、チタネートカップリング剤は、フィ
ラーの０．０１～７重量％、０．０５～３重量％、０．１～０．５重量％であり、非限定
的な実施形態ではポリマーマトリックスの０．０１～７重量％、より好ましくは０．０５
～３重量％、最も好ましくは０．１～０．８重量％の間である。殆どの適用には、ポリオ
レフィンに炭酸カルシウムフィラー使用する場合とは異なり、積層フィルムはフィラー粒
子のための親水性被覆を有するのが好ましい。（米国ニュージャージー州、ケンリッチ・
ペトロ・ケミカルズ社）Ｌｉｃａ３８Ｊが、フィラーとポリマーマトリックスの両者に親
水性を提供する親水性被覆剤の例である。
【０１８９】
　好ましい実施形態では、フィルムは、いわゆるチタネーテッド顔料粒子を適切なレベル
含有するように配合される。例示の実施形態では、上記接着剤組成物の使用で列挙された
親水性カップリング剤から選ばれる親水性チタネートまたはジルコネートカップリング剤
で、二酸化チタンの粒子は前処理または被覆される。顔料粒子上のカップリング剤の存在
は、ポリマーマトリックスへの顔料の混合を助成する。カップリング剤はまた、蒸気透過
のために提供されるイオノマーの存在により相対的に弱いフィルム強度の顕著な増加を導
く。種々の実施形態では、フィルム組成物は、顔料粒子を被覆することで添加できるより
も、多くのカップリング剤物質（親水性チタネートおよびジルコネートのような）を含む
。このような添加物質は、フィルム組成物の配合中のマスターバッチ法により添加できる
。
【０１９０】
　具体的な実施形態では、添加カップリング剤は、シランまたはチタネートでＣａＣＯ３

粒子を予め被覆することで提供され－これ以降、チタネートが被覆されたＣａＣＯ３は、
ＣａＣＯ３（Ｔ）と定義する－フィルム製造の際に、被覆された炭酸カルシウム粒子を、
よりよい分配のためにマスターバッチに配合する。マスターバッチプロセスでは、ＣａＣ
Ｏ３（Ｔ）は、カップリング剤の初期沸点（ＩＢＰ）に達しないことが望まれる。したが
って、マスターバッチのキャリア樹脂は、使用されるマトリックスポリマーと相溶性であ
り、またより安全な配合のため低溶融温度であることが望ましい。非限定的な例では、マ
スターバッチは、ＣａＣＯ３（Ｔ）、低溶融ポリオレフィンおよび／または酸改質ポリマ
ーおよびＬＬＤＰＥまたはそのコポリマーを含む。一例では、初期沸点が１０４．５°Ｃ
（２２０°Ｆ）のＬＩＣＡ３８Ｊのようなカップリング剤を搬送するＣａＣＯ３は、初期
融点が７２°Ｃ（１６２°Ｆ）のイー・アイ・デュポン・ド・ヌムール・アンド・カンパ
ニー社のエラヴァロイ（登録商標）ＰＴＷのような低溶融ポリマーと二軸配合機で混合す
る。チタネートカップリング剤の初期分散が低溶融ポリマーとともに起こると、温度は、
より強く高溶融のポリマー－例えばＡＴＴＡＮＥ４４０４Ｇ－が添加されるより望ましい
生産温度まで上げられる。この結果、マスターバッチは、フィラー（ＣａＣＯ３）、カッ
プリング剤（チタネート）、低溶融初期キャリア（エラヴァロイ（登録商標）ＰＴＷ）お
よび高強度ポリマー（ＡＴＴＡＮＥ　４４０４Ｇ）を有し、全ポリマー性構造の相溶を促
進する。マスターバッチメルトインデックスは（ＭＩ）は、フィルム製造の際より良い分
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散のために、マトリックス樹脂のそれより０．５～２．０上であるのが望ましい。
【０１９１】
　殆どのフィルムは、製造条件においてポリマーを安定に保つ、幾らかの抗酸性および／
または紫外線保護化学的性質を要求する。多くの場合、このような化学的性質は、マスタ
ーバッチ形式でフィルムに与えられ、ここでマスターバッチは、キャリア樹脂（好適な樹
脂はＬＬＤＰＥ，ＬＤＰＥ，ＨＤＰＥおよびＰＰを含む）、着色剤（フィルムがカラーの
場合）、および上述の酸化防止剤（ＡＯ）のような保護化学剤から構成されている。必要
に応じ、二つマスターバッチの代わりに一つのマスターバッチが存在するための、マスタ
ーバッチを運ぶフィラーとカップリング剤がこのパッケージに添加できる。マスターバッ
チは、フィルムに使用されるポリマーのメルトインデックス数に近いメルトインデックス
数をもつべきである。一例では、メルトインデックスは、マトリックス樹脂を通しての分
散を促進するためにマトリックス樹脂よりも０．５～２．０ポイント高い。マスターバッ
チは、着色剤、一次および二次酸化防止剤および紫外線安定剤を、好ましくは全構造の１
～１５重量％、より好ましくは３～１２重量％、最も好ましくは５～１０重量％である。
【０１９２】
　図１および図２を参照すれば、一般に数字の１０で表示される本発明に係る積層体は、
加えられる熱に反応する所定の収縮反応性を有する収縮，伸張可能なフィルムからなる、
フィルムを含む。ファブリック１４は、一般的に数字の１６で表示される接着剤層によっ
てフィルム１２に固定されている。
【０１９３】
　図３を参照すると、積層体１０で覆われる物品１９は、それ自体をアノード領域１９ａ
（図３に示す如く、負電荷を運ぶ）とカソード領域１９ｂ（図３に示す如く、正電荷を運
ぶ）とに分ける。錆と腐食は、積層体包装材料で囲まれた嵩の分引っ張られた水分が、こ
れらの領域の間で電荷を運ぶことで起こる。図３に示す実施形態では、積層体１０のフィ
ルム１２は、接着剤層１６内部の気相腐食抑制剤（ＶＣＩ）が大気に放射するのを防ぐバ
リアとして作用する。したがって、ＶＣＩは、矢印Ａで示すように内側へ放射される。積
層体１０が「一方通行放射」として作用することでＶＣＩ添加物を保護し、そして物品１
９を保護するためだけに使用されるのを確保する。種々の実施形態では積層体１０は熱を
加えることで物品の周囲で収縮し、これによって物品の周囲で収縮／伸張フィルムが収縮
するが、積層体１０のファブリック１８は、フィルムと物品の間の緩衝材として作用し、
収縮／伸張フィルム１２が接触することによる損傷から物品を保護する。積層体１０が物
品の周囲で収縮する際に物品は非常に脆弱であり、起こってしまう殆どの腐食は、物品が
最初に包装される際の内部の湿度レベルが最も高い場合に起こる。ＶＣＩ添加剤は、湿度
、酸性度および熱により活性化する。積層体１０は、熱を使って物品の周囲で収縮するの
で、ＶＣＩは包装の際に最初に加熱される。したがって、物品の周囲の材料を収縮するた
めの加熱による包装の間、高分量のＶＣＩが放射される。この高分量の抑制剤は、材料内
部の水分を相殺する。ＶＣＩは物品１９上で凝縮し、水分と組み合わさり材料を保護する
腐食予防塩を形成する。したがって、ＶＣＩによりパッケージ内の水分が相殺した後、全
金属表面上に分子保護フィルムが形成される。接着剤層１６内のＶＣＩは、より少ないレ
ベルで限られた期間、おそらく二年間程、初期高分量後も係属して放射する。したがって
、パッケージ内の水分は、ＶＣＩにより継続して相殺される。
【０１９４】
　図４は、積層体１０の作製の実施形態である。図４では、ロール２０からフィルム１２
が供給され、ロール２２から不織布１４が供給される。不織布１４は、接着ステーション
２４を通って提供され、接着ステーションでは、当業者に周知の方法により、リザーバ２
６内に貯蔵されているホットメルト接着剤が供給ローラー２８によって不織布１４の上面
に薄く塗布される。もし、添加剤がリザーバ２６に配置される前に、ホットメルト接着剤
に混合されていない場合には、添加剤は、ステーション３０から不織布１４の上面の接着
剤が供給されている箇所とほぼ同じ場所に散布される。添加剤は、公知の方法でリザーバ
またはコンテナ３２内に保存され、不織布１４上に散布される。フィルム１２は、接着剤
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と添加剤と共に不織布１４と一緒に案内ロール３４を通って接合ステーション３６へ提供
される。接合ステーション３６は、フィルム１２または不織布１４に実質的な圧力を加え
ないように、フィルム１２が不織布１４と接触結合するように調製される。接着剤は、不
織布１４を濡らさないことが好ましいことから、結合は不織布とフィルム１２の少ない割
合で行われる。もし添加剤が接着剤と混合される場合、添加剤は、接着性や他の性質に実
質的な損失を与えないよう、接着剤に２５重量％の濃度まで混入できる。接合ステーショ
ン３６を通過した後、積層体１０はロール３８によって捲かれる。
【０１９５】
　図５および図６に示す非限定的な実施形態では、積層体１０は、バン４０（図５）やオ
ートバイ４２（図６）のような特に大きな物を保護するのに適している。
【０１９６】
　収縮可能なファブリックは、また真空形成や熱形成を適用するために改良／設計できる
。この適用では、加熱トンネルを通るので積層体のフィルム側を加熱できる。フィルムが
適度に軟化されると、金型（またはリバース金型）に引き込まれ、所定の形状を形成する
ために真空が使用できる。熱形成された積層体は、出荷や保管のために小さな部品を置け
るトレー状に形成できる。この適用は、積層体の最終形状が、出荷される製品に不織布側
が面するように金型が設計されている場合に最も有効に機能する。この方法は、表面の保
護が要求される物品の大量包装および個々の包装の両方に適用できる。高価であり、また
搬送中または保管中に腐食し易い、自動車や航空機の部品；または他の乗物の部品は、真
空形成パッケージ内で保護できる。もし積層体がＶＣＩを含む接着剤を使用する場合、熱
形成パッケージも腐食防護を提供する。
【０１９７】
　包装される製品が、二つの真空形成積層体の間に置かれ、熱シール、超音波シールまた
は産業で使用されている他の方法で密封されている場合、熱形成パッケージは、クラムシ
ェルパッケージと同様の方法で３６０度の保護を提供することができる。
【０１９８】
　種々の実施形態では、予成型カバーファブリックの製造方法は、積層体の加熱と、真空
形成における成形を含む。
【０１９９】
　もし包装される製品が、製品に直接真空を引くことで対象物の周りに包装を形成するの
が可能であれば－予め作製された金型や、リバース金型を有しない場合－積層体は包装さ
れる対象物に直接引き伸ばされる。したがって、更なる取扱や包装を省くことができる。
【０２００】
　非限定的な適用例は、ディスクブレーキやショック、ミラー等の自動車の部品；宇宙船
の部品；ハンドガンその他の小兵器；実験装置；小規模試験装置；顕微鏡；カメラ；医療
機器その他を含む。これらの部品や装置を保護する方法は、ここに記載した積層体から例
えば熱形成により、部品周囲にパッケージを作製して内部に配置または保管することを含
む。
【０２０１】
　積層体は、折りたたんで密封することで袋や自動梱包用の袋を作製することができる。
この態様では、収縮可能および／または伸張可能な積層体は、従来のＡ字型フレームまた
は他の加熱バー密封包装装置を通ることで密封することができ、あるいは、超音波または
高周波（Ｒ／Ｆ）シール技術を採用することにより密封できる。積層体が主に単一ポリマ
ー材で作られている場合、バッグの加工は簡素化される。
【０２０２】
　種々の実施形態では、物品は、全周囲または３６０°をバッグまたは他の包囲体により
取り囲み、外部環境から完全に孤立することにより保護される。この実施形態では、積層
体は、バッグ内部から外側への一方通行で水蒸気を運び、包装された物品を保管中または
運搬中に乾燥する。非限定的な例では、運搬中または保管中に、乾燥のため干し草や他の
農作物がこのような袋に封入される。物品の使用準備の際は、積層体バッグは取り除かれ



(41) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

、再使用または再生される。
【０２０３】
　有利には、ここに記載された積層体は、大部分が単一タイプの再利用可能なポリマー材
、最も一般的なポリエチレンにより製造されるので、１００％再利用が可能である。種々
の実施形態では、商業目的で使用される包装材料の再利用の方法が提供される。この方法
は、ここで記載される積層体で作製されるトレー、バッグまたは他の包装容器の内部へ保
護のために物品を配置・保管し、またはここで記載される収縮または伸張フィルムが、少
なくとも部分的に接触するように包装しまたは取り入れることを含む。そして、物品は使
用済み積層体を提供するために取り除かれて、使用済み積層体は商業的再生流通経路に導
入される。
【０２０４】
　さらなる非限定的な記載を下記実施例に示す。

実施例１－ファイバー
【０２０５】
　ＡＳＰＵＮ６８５０Ａ　ＬＬＤＰＥ繊維樹脂が、試料製品に選ばれた。紫外線安定性；
熱変形温度および結晶温度を改質するため、ＡＳＰＵＮ６８５０Ａは、Ｔｉｎｕｖｉｎ１
１，Ｉｒｇａｎｏｘ１０１０およびＩｒｇａｆｏｓ１６８（チバガイギー社の酸化防止剤
および紫外線抑制剤）そしてミリケン社の二つの核化剤（ＨＬ３－４およびＨＰＮ－２０
Ｅ）を含むマスターバッチ（ＭＢ）と混合され、曲げモジュール、熱変形温度（ＨＤＴ）
および再結晶温度を測るために混合された。試験のため、下記の試料が準備された：

【表１】

【表２】

【０２０６】
　下記は、核化剤との初期試験であり；ＡＳＰＵＮ６８５０Ａの特性をさらに改質し、マ
スターバッチを準備するために更なる試験が行われた。マスターバッチは、繊維樹脂と下
記の組成物を配合するために作製され使用された。



(42) JP 2012-500143 A 2012.1.5

10

20

30

40

50

【表３】

　繊維供給者の指示により、１．３～１．９デニールの繊維が上記組成物から紡糸された
。下記の特性が得られ、ここでＨＤＴは１．６３インチ（４．１４センチ・メートル）に
切断された繊維で測定された。

【表４】

【０２０７】
　試験結果によれば、繊維を形成する特性として、ＰＢＣ００１１－３が最良の全体改良
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を提供した。
【０２０８】
　例１～８は、不織布へのカーディング可能な繊維を作製するのに使用されるポリエチレ
ン繊維組成物の他の例である。この配合は、ナノクレイを含む。
【表５】

実施例２－不織布
【０２０９】
　例１による繊維は、機械方向のけん縮繊維の二つのカードに重ね合わせることにより不
織布に形成される。第１のカード内では、繊維は１．０～１．３デニールである。第２の
カード内では、繊維は１．３～１．７デニールである。カードは、各カードで１０～７０
ｇ／ｍ２の繊維目付で置かれる。不織ウェブは、水流交絡法で製造される。

実施例３－多層フィルム
【０２１０】
　フィルムの個々の層は、チタネートで処理されたＴｉＯ２、一次および二次酸化防止剤
並びにＨＡＬＳを含むマスターバッチを使用して作製される。マスターバッチは、８％～
１０％の荷重で層の間に添加される。フィルム全体の望ましいマスターバッチの量は、適
用に応じて７％～１１％の間である。フィルムの厚さは、６．５０ミル～８．００ミルの
間である。各層の率は、接合層は２０％、コアまたは中間層は６０％、外部スキン層は２
０％である。フィルムは、ブローアップ比（ＢＵＲ）が２．６～２．８のブローフィルム
法により製造される。高ブローアップ比は、より高い収縮率を与える。接合層は、積層プ
ロセスにおいて接着力を増すため、４８ダインまでコロナ処理される。外部スキン層のダ
インレベルは、ニュートラルのままである。

フィルムＡ：
【０２１１】
　フィルム用マスターバッチは、下記の成分と割合で有する：ＴｉＯ２を６６．６％；Ｌ
ｉｃａ３８Ｊを５．０％；キャリア樹脂を２０．４％；および紫外線安定剤／酸化防止剤
を８．０％。マスターバッチのための紫外線安定剤／酸化防止剤パッケージは、４（５０
％）ＴＩＮＵＶＩＮ７３８、２（２５％）ＴＩＮＵＶＩＮ３２６および２（２５％）ＩＲ
ＧＡＮＯＸ　Ｂ２１５を含むチバガイギー社の化学剤から作製される。キャリア樹脂は、
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高メルトインデックスのＬＬＤＰＥである。必要な場合、キャリア樹脂は、ダウケミカル
社のＩＮＦＵＳＥなどのブロックコポリマー構造をもつＬＬＤＰＥとすることができる。
フィルムは、上スキン層とコア層の上に１０％のマスターバッチを使用して製造される。
内部スキン（接合面）層は、ＴｉＯ２を全く含まないクリアマスターバッチをもつ。キャ
リア樹脂は、混合においてＴｉＯ２の差で作られる。
【０２１２】
　フィルムの上層は、ＴｉＯ２を含むマスターバッチを１０％、プレクサー社のＰＸ３４
１０を３０％、そしてＡＤ１０９９イオノマー樹脂を６０％もつ。中間・コア層は、Ｔｉ
Ｏ２を含むマスターバッチを１０％、プレクサー社のＰＸ３４１０（無水物変性ポリエチ
レン）を６０％、そしてＡＤ１０９９イオノマー樹脂を３０％もつ。接合層は、ＴｉＯ２

のないクリアマスターバッチを１０％、プレクサー社のＰＸ３４１０を３０％、そしてＡ
Ｄ１０９９イオノマー樹脂を６０％もつ。接合層は、４８ダインまで処理される。上記の
樹脂分布とともに、最終フィルムは、１０％のマスターバッチが成分とともに初期テーブ
ル上に提供される。ＬＬＤＰＥ４８％とマスターバッチ上のキャリア樹脂からのＬＬＤＰ
Ｅ３．３７％；イオノマー４２％、紫外線安定剤／酸化防止剤パッケージ０．８％、着色
剤（ＴｉＯ２）５．３３％およびチタネート０．５％である。
【０２１３】
　上記フィルム試料は下記の物性をもつ。
【表６】

　フィルムＢ
【０２１４】
　第１のフィルム試料のように、このフィルムも同じ着色マスターバッチを使用する。し
かし、この適用ではＴｉＯ２マスターバッチは、層全体に使用される。このマスターバッ
チのキャリア樹脂は、ダウケミカル社のＩＮＦＵＳＥなどのブロックコポリマーへのもの
である。マスターバッチの成分は、ＴｉＯ２を３３．３；Ｌｉｃａ３８Ｊを２．５；ＩＮ
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ＦＵＳＥを６０．２；および紫外線安定剤／酸化防止剤４である。
【０２１５】
　フィルムの上層は、上記マスターバッチを２０％、ＥＬＩＴＥ　５５００Ｇを２０％お
よびＡＤ１１１９（デュポン社の「スマート」イオノマー）を５７％、エラヴァロイＰＴ
Ｗ（エポキシ官能ポリマー）を３％もつ；中間コア層は、上記マスターバッチを２０％、
ＥＬＩＴＥ　５５００Ｇ（ダウ社の強化ポリエチレン）を４５％、ＡＤ１０９９（デュポ
ン社の脂肪酸改質イオノマー、カリウム中和）を３０％、エラヴァロイＰＴＷを３％もつ
；中間層は、上記マスターバッチを２０％、ＥＬＩＴＥ　５５００Ｇ（ダウ社の強化ポリ
エチレン）を２０％、ＡＤ１０９９（デュポン社の脂肪酸改質イオノマー、カリウム中和
）を５７％、エラヴァロイＰＴＷを３％もつ。全体的な構造においては、ＬＬＤＰＥ４８
．２４％、エラヴァロイＰＴＷ３％、イオノマー４０．８０％、チタネート０．５０％、
紫外線安定剤／酸化防止剤パッケージ０．８％、および着色剤（ＴｉＯ２）６．６６％で
ある。
【０２１６】
　三層フィルムは示差走査熱量法（ＤＳＣ）により検査される。フィルムは、多重ポリマ
ー構成がフィルム内に存在するにも拘わらず、１２４．６°Ｃで溶融解吸熱のシングルピ
ークを表示する。エラヴァロイＰＴＷは、ｎブチルアクリレート（ｎＢＡ）とグリシジル
メタクリレート（ＧＭＡ）を含む。ＤＳＣは、ＬＬＤＰＥ、エラヴァロイＰＴＷおよびイ
オノマーの間に相溶性があることを示す。曲線は、最初に大きい角度を持つが、一つだけ
のシャープな融点は一つだけであり、これらの三つの樹脂の混合物から合金が創造されて
いることを示している。フィルム内の合金材料は、非混和性のポリマー配合を超える改良
された物性へ導く。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図７ｂ】
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